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３
月
の
中
旬
、
超
有
名
ブ

ラ
ン
ド
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

ス
メ
ー
カ
ー
が
大
胆
な
リ
ス

ト
ラ
策
を
発
表
し
た
。
東
洋

は
士
気
の
維
持
と
社
会
的
な

調
和
を
重
ん
じ
る
。
だ
が
、

氷
山
に
ぶ
つ
か
れ
ば
、
そ
う

は
言
っ
て
ら
れ
な
い
、
と
の

こ
と
。あ
る
新
聞
記
事
で
あ
る

▼
短
期
で
利
益
を
期
待
す
る

株
主
を
見
て
操
舵
す
る
。
短

期
の
利
益
を
挙
げ
な
い
と
、

根
本
的
な
策
も
維
持
で
き
な

い
。
こ
れ
は
企
業
だ
け
で
は

な
い
。
指
導
的
立
場
に
あ
る

人
は
大
変
だ
。
成
果
が
短
期

で
計
ら
れ
る
以
上
、
短
期
的

な
見
方
・
対
策
と
な
っ
て
し

ま
う
の
は
仕
方
が
な
い
▼
政

府
の
景
気
対
策
も
右
往
左
往

し
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ

ー
デ
ィ
ー
ル
的
な
対
策
も
パ

ッ
と
し
な
い
。
よ
く
言
わ
れ

る
よ
う
に
日
本
人
は
見
本
の

無
い
こ
と
が
苦
手
な
の
だ
ろ

う
か
。
世
界
で
日
本
人
が
独

特
の
活
躍
を
し
て
い
る
話

は
、
最
近
よ
く
聞
く
よ
う
に

思
う
の
だ
が
▼
八
木
・
宇
田

ア
ン
テ
ナ
は
１
９
２
８
年
に

発
表
さ
れ
た
。
し
か
し
、
１

９
４
２
年
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

捕
虜
に
し
た
英
兵
レ
ー
ダ
ー

手
の
メ
モ
を
見
る
ま
で
、
日

本
で
は
殆
ど
注
目
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
日
本
人
は
、
独

自
に
判
断
で
き
な
い
の
か
、

新
し
い
発
想
を
周
り
が
抑
え

る
の
か
▼
最
近
、
学
会
や
政

治
の
こ
と
を
考
え
て
い
て
、

新
し
い
観
点
が
加
わ
っ
た
。

み
な
さ
ん
利
害
関
係
で
動
け

な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
も

っ
と
前
向
き
に
な
れ
な
い
も

の
か
。

（
飯
田

幸
雄
）
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�
面
…
大
学
人
事
・
新
役
職
者
紹
介

�
面
…
学
長
表
彰

小
中
高
一
貫
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

�
〜

�
面
…
特
集

平
成
２１
年
度

学
校
法
人
関
西
大
学
の
予
算
に
つ
い
て

４
・
９
面

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

完
全
攻
略
ガ
イ
ド

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
生
の
み
な
さ
ん
の
進
路
選
択
を

多
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
今
回
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

が
行
っ
て
い
る
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介
す
る
。

１２
面

社
会
勉
強
に
な
っ
た
�

関
大
生
の
ア
ル
バ
イ
ト
事
情

ア
ル
バ
イ
ト
を
通
じ
て
得
た
も
の
と
は
何
か
―
そ
ん
な
ア
ル
バ

イ
ト
事
情
に
つ
い
て
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

利
用
し
な
が
ら
、
学
生
広
報
ス
タ
ッ
フ
が
取
材
し
た
。

３
面

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
と

タ
グ
ラ
イ
ン
を
発
表

本
学
ブ
ラ
ン
ド
の
さ
ら
な
る
価
値
向
上
を
め
ざ
し
て
、
平
成
２１

年
４
月
、
新
た
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
と
タ
グ
ラ
イ
ン

を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
た
。

昨年突如として世界を襲ったリーマン・ショックは、
それ以前からの日本でもみられた「好況下」の派遣労働
者をめぐる格差の拡大問題とともに、この２０―３０年間の世
界経済の支配的なパラダイムであった競争を至上のもの
とする市場原理主義のあり方に大きな疑問を投げかけて
いる。このなかで、危機の最中昨年末から年初にかけて
大きく報道された「年越派遣村」運動のなかに何か新し
いものを感じた人は多かったのではなかろうか？
この報道に接しながら、私は、篠田鋼造著『増補幕末
百話』�岩波文庫 １９９６年�の４２話（１２０―１２２ページ）を
思い出した。話は、当時の江戸の町のあちこちに組織さ
れた「貧窮組」の顛末である。貧窮組とは町内の金持か
ら米や金を徴収して炊き出しをする自然発生的な集団
で、その組織原理は、「町内でも貧窮組を揃えますから御
出懸け下さるとも、お出にならずば、多少の金品をお出
しになるとも返答次第では覚悟があります」（原文）とい
う自発性とも脅迫ともつかない奇妙なもので、参加、寄
付のいずれも拒否した商家は打ち壊しにあったという。
この運動の興味深い点は、現実はともかく、貧者が富
者に対して一方的に「正義」を主張するという通常私た
ちが描く構図ではなく、双方を超える「社会の正義」と
もいうべきものが想定されており、その達成のために貧
者は「菰旗」を掲げて練り歩き、富者は炊き出しに応じ
るという、ある種の「協働関係」がみられることであ
る。それは確かにユートピア的発想であろうが、市民ば
かりでなく政府をも巻き込んだ「派遣村」運動の中に同
様の「社会の正義」の実現というユートピアを感じ取っ

たのは私だけではないという気がする。
考えてみると、諸個人が対立・競争しながら社会を発
展させるとみる市場主義的世界観は世界のさまざまなと
ころで問題を引き起こしている。深刻化する地球環境問
題、途上国ばかりでなく先進諸国をも蝕みつつある貧困
・格差問題などの原因の少なからずは、人々が「市場」
を妄信した結果のようだ。
市場原理主義に対しては反省の動きも多くのところで
生まれつつある。１９９０年代から途上国の開発をめぐって
明らかになった「経済開発」から「社会開発」へのパラ
ダイム転換の動きもそうである。それを支える理論の一
つであるソーシャル・キャピタル論は、モノやカネで計
算されない人々の信頼や連帯という社会的資産は、人々
の幸福にとって重要であるばかりでなく、これまでの否
定的な評価とは逆に、貧困にあえぐ人々に経済的な豊か
さをももたらすものであると主張しているようだ。西欧
でも社会的企業が経済の分野で存在感を増しつつあり、
日本でもＮＰＯやＮＧＯが福祉分野を中心に大きな役割
を演じていることも注目されているが、これらも営利の
ための競争ではなく社会の人々の協働関係に軸をおいて
いる。
このようにみると、私たちは、豊かさへの競争をめざ
す自由な「市場」とそれを上から規制する「政府」とい
う２つの原理の対抗軸の時代から、人々の信頼や連帯を
もよりどころにした「社会の正義」をめざす時代への入
口にさしかかっているのかもしれない。

（政策創造学部教授）

特
集

特
集（
学
生
企
画
）
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新
役
職
者
が
決
ま
り
、
４
月
１
日
付
け
で

次
の
と
お
り
発
令
さ
れ
た
。

▼
大
学
院

▽
心
理
学
研
究
科

心
理
臨
床
学
専
攻
長
教
授

飯
田
紀
彦

▼
心
理
相
談
室

室
長

心
理
学
研
究
科
教
授

寺
嶋

繁
典

▼
先
端
科
学
技
術
推
進
機
構

機
構
長

化
学
生
命
工
学
部
教
授

石
川

正
司

▼
ハ
イ
テ
ク
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

環
境
都
市
工
学
部
教
授

岡
田

芳
樹

先
端
科
学
技
術
推
進
機
構
は
、
理
工
系
教
員

の
研
究
推
進
と
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
統
括
機

関
と
し
て
、
学
部
・
学
科
・
分
野
を
越
え
た
研

究
活
動
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。
各
省
庁
お
よ

び
そ
の
関
連
機
関
並
び
に
企
業
か
ら
の
受
託
研

究
、共
同
研
究
、試
験
分
析
な
ど
は
年
々
増
加

し
、
先
端
科
学
技
術
推
進
機
構
で
の
研
究
成
果

は
先
端
科
学
技
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研
究
部
門

別
発
表
会
な
ど
を
通
じ
て
積
極
的
に
社
会
に
発

信
す
る
と
と
も
に
、
高
度
な
研
究
の
推
進
を
通

し
て
若
手
研
究
者
を
育
成
す
る
な
ど
、
本
学
の

理
工
系
研
究
に
お
い
て
、
先
端
科
学
技
術
推
進

機
構
の
果
た
す
役
割
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。

新
機
構
長
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
バ
イ
ス
の
主

導
的
研
究
者
と
し
て
、
学
外
と
の
研
究
活
動
に

お
け
る
豊
富
な
実
績
と
前
副
機
構
長
と
し
て
の

機
構
運
営
を
支
え
て
き
た
経
験
を
活
か
し
、
新

機
構
長
と
し
て
、
先
端
科
学
技
術
推
進
機
構
の

さ
ら
な
る
発
展
を
牽
引
す
る
手
腕
に
期
待
す

る
。

学位（博士）記授与式が、３月２１日に関西大学会館大集会室
で行われ、次の３５氏に関西大学から学位が授与された。
被授与者の学位および博士論文名は次のとおり。

【課程博士２６人】
○柴田 就平／博士（文学）
「蒐集画帖の研究―大坂四条派の
実態と画帖の受容をめぐって―」

○村山弘太郎／博士（文学）
「近世都市の祭礼と社会―京都西
陣・今宮祭を中心に―」

○太田 宏明／博士（文学）
「横穴式石室の伝播からみた畿内
政権地域支配構造の研究」

○藤田奈美枝／博士（文学）
「古墳時代後期の地域性と階層性
に関する研究」

○一ノ瀬雄一／博士（文学）
「近代中国におけるビール産業の
研究」

○内野 花／博士（文学）
「東アジア産科学の史的研究」

○村上 宏昭／博士（文学）
「ヴェーバーとゾンバルト―ある
世代の肖像―」

○嶋中 博章／博士（文学）
「絶対王政期フランス貴族の研究
―コンデ親王と回想録作者たち
―」

○松原 光也／博士（文学）
「現代日本の地方中心都市におけ
る公共交通の再生とまちづくりに
関する地理学研究」

○岡田 良平／博士（文学）
「ラオ文化圏における農村社会の
学校施設と進路選択の変容に関す
る教育地理学的研究―東北タイ・
ビエンチャン平野農村の比較―
A Study on Geography of
Education in Lao Villages from
the Point of Changing School
Facili t i es and Vil lager 's
Life Courses:Comparative
Rural Studies in Northeast
Thailand andVientiane Plain」

○山本 晃輔／博士（文学）
「プルースト現象の認知心理学的
研究」

○古松 丈周／博士（経済学）
「フランクフルト学派と反ユダヤ
主義」

○岡 照二／博士（商学）
「ＢＳＣからＳＢＳＣへの展開と
可能性」

○柴田 由己／博士（社会学）
「歩行者の経路選択行動について
の心理学的研究」

○中村 健二／博士（情報学）
「Ｗｅｂテキストマイニングによ
る情報の利活用とナレッジ抽出に
関する研究」

○服部 洋／博士（情報学）
「橋梁ネットワークの維持管理へ
のヘルスモニタリング技術の導入
に関する研究」

○番匠 大輔／博士（工学）
「社会基盤を対象にした不確実性
下における意思決定支援に関する
研究」

○泉 隼人／博士（工学）
「マイクロニードルの尖鋭化と蚊
を模倣した穿刺デバイスの開発」

○大坂 一生／博士（工学）
「エレクトロスプレーイオン化質
量分析による環境化学物質の高感
度定量分析法の開発」

○本田 裕一／博士（工学）
「Design of Carbon Nanotube
Structure for High―Power
Electric Double Layer Capacitor
Electrode」

○長� 英昭／博士（工学）
「Preparation and characterization
o f n ov e l b i o d e g r a d a b l e
biomaterials from natural
polymers」

○小川 道治／博士（工学）
「Ti―Cr―Fe―Al 合金の組織と機械
的性質に関する研究」

○中村 貴彦／博士（工学）
「６０００系アルミニウム合金の二段
時効現象に関する研究」

○笹谷 晴恵／博士（工学）
「ニコチンによる小胞体ストレス
誘導型アポトーシス防御機構の解
析」

○水本 篤／博士（外国語教育学）
「Exp l o r i n g t h e Ar t o f
Vocabulary Learning Strategies:
A Closer Look at Japanese
EFL University Students」

○薮越 知子／博士（外国語教育
学）
「Exploring Language Learner
Strategies Used by Japanese
Lower Secondary Schoo l
Students of EFL:A Synthesis
of Quantitative and Qualitative
Studies」

【論文博士９人】
○玉田 佳子／博士（文学）
「女性作家の擬装という戦略―
十八世紀イギリス女性作家研究」

○上田 睦／博士（文学）
「河内の古瓦と氏族の研究」

○村元 健一／博士（文学）
「秦漢魏晋南北朝時代の都城と陵
墓の研究」

○菅野瑞治也／博士（文学）
「ドイツのブルシェンシャフトの
成立に関する一考察―特に１８世紀
後半の学生結社オルデンの活動を
中心にして―」

○羅 小 東／博士（文学）
「〝三言�〝二拍�叙事�木

、
研究」

○遠藤 智夫／博士（文学）
「『英和対訳袖珍辞書』と近代語の
成立
―W.H.Medhurst『英漢字典』と
の訳語比較を中心に―」

○矢嶋 巌／博士（文学）
「生活用水・排水システムの空間
的展開」

○渡辺 邦博／博士（経済学）
「ジェイムズ・ステュアートとス
コットランド」

○山田 明／博士（工学）
「壁効果を考慮した軸組木造住宅
の動的解析に基づく耐震性能に関
する研究」

昭
和
２７

年
３
月
京

都
大
学
文

学
部
卒
業

後
、
４１
年

４
月
本
学
文
学
部
助
教
授
に
就

任
。
４５
年
か
ら
教
授
。
平
成
１０

年
３
月
定
年
退
職
、
同
年
４
月

名
誉
教
授
。
大
学
院
文
学
研
究

科
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し

た
。
専
門
は
人
文
地
理
学
。

緻
密
に
し
て
重
厚
な
研
究
活

動
を
展
開
し
、
そ
の
業
績
は
人

文
地
理
学
の
多
岐
な
分
野
に
及

ぶ
が
、
大
別
す
れ
ば
、
資
源
地

理
学
に
関
す
る
研
究
、
西
南
ア

ジ
ア
の
地
誌
学
的
研
究
、
フ
ラ

ン
ス
地
理
学
研
究
の
３
領
域
に

分
類
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
研
究
で

優
れ
た
功
績
を
残
し
た
。

本
年
４
月
１
日
付
け
で
名
誉

教
授
の
称
号
が
次
の
３４
氏
に
授

与
さ
れ
た
。

▼
学
部

法
学
部

若
田

恭
二

文
学
部

浦
西

和
彦

〃

笈
田

欣
治

〃

木
村

章
二

〃

武
智

英
裕

〃

玉
田

勝
郎

〃

萩
野

脩
二

〃

橋
本

征
治

〃

伴

義
孝

経
済
学
部

岩
井

浩

〃

橋
本

昭
一

〃

安
喜

博
彦

商
学
部

大
倉
雄
次
郎

社
会
学
部

浅
田

正
雄

〃

�
木

修

〃

橋
本

敬
造

総
合
情
報
学
部

山
口

節
郎

シ
ス
テ
ム
理
工
学
部石

原

勲

〃

岩
壷

卓
三

〃

大
場

謙
吉

〃

栗
山

惇

〃

新
家

昇

〃

田
村

坦
之

環
境
都
市
工
学
部

鈴
木

俊
光

〃

八
尾
眞
太
郎

化
学
生
命
工
学
部

赤
松

勝
也

〃

石
井

康
敬

〃

小
幡

斉

〃

小
林

武

〃

小
松

伸
也

〃

松
本

昭

外
国
語
教
育
研
究
機
構

ゴ
ー
ド
ン
・
ス
コ
ッ
ト

・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

▼
大
学
院

法
務
研
究
科

北
川

俊
光

会
計
研
究
科

松
尾

聿
正

（
敬
称
略
）

末
尾
至
行
名
誉
教
授

瑞
宝
中
綬
章
を
受
章

４
月
２７
日
に
千
里
山
キ
ャ
ン

パ
ス
第
１
学
舎
１
号
館
で
橋
下

徹
大
阪
府
知
事
、
平
松
邦
夫
大

阪
市
長
を
迎
え
、
大
阪
府
と
大

阪
市
等
が
「
豊
臣
期
大
坂
図
屏

風
」
を
最
新
の
複
製
技
術
を
用

い
て
再
現
し
、
来
年
５
月
か
ら

開
催
さ
れ
る
上
海
万
博
に
出
展

す
る
こ
と
に
つ
い
て
記
者
会
見

が
行
わ
れ
た
（
写
真
）。

当
日
の
記
者
会
見
に
は
本
学

か
ら
河
田
悌
一
学
長
と
�
橋
�

博
博
物
館
長
が
出
席
し
た
。

こ
の
屏
風
は
、
豊
臣
期
（
１

５
８
３
年
〜
１
６
１
５
年
）
の

繁
栄
す
る
大
坂
の
ま
ち
と
人
々

の
暮
ら
し
ぶ
り
を
い
き
い
き
と

描
い
た
八
曲
の
屏
風
絵
で
、
歴

史
的
価
値
が
高
い
貴
重
な
資
料

で
あ
り
、
陶
板
画
と
し
て
第
１

学
舎
１
号
館
に
展
示
さ
れ
て
い

る
。
実
行
主
体
の
大
阪
府
と
大

阪
市
等
で
構
成
す
る
上
海
万
博

大
阪
出
展
実
行
委
員
会
は
、
こ

の
屏
風
を
忠
実
に
再
現
し
、
大

阪
の
水
と
共
生
し
て
き
た
ま
ち

づ
く
り
を
、
上
海
万
博
の
来
場

者
に
わ
か
り
や
す
い
形
で
か
つ

世
界
の
人
々
の
記
憶
に
残
る
展

示
に
す
る
と
発
表
し
た
。

こ
の
た
び
、
２
０
１
０
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
委
員
会
に
お
い

て
、
高
槻
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の
名

称
が「
高
槻
ミ
ュ
ー
ズ
キ
ャ
ン
パ

ス
」
に
決
定
し
た
。

名
称
の
由
来
は
高
槻
新
キ
ャ

ン
パ
ス
が
所
在
す
る
Ｊ
Ｒ
高
槻

駅
の
タ
ウ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
が「
と

き
め
き
タ
ウ
ン
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
（
ミ

ュ
ー
ズ
）
高
槻
」
で
あ
る
こ
と

か
ら
地
域
と
の
連
携
を
図
る
と

い
う
点
と
も
合
致
し
た
こ
と
に

よ
る
。

ま
た
、
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
（
ミ
ュ
ー

ズ
）
は
「
学
芸
の
女
神
」
を
意

味
し
、m

u
seu
m

（
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
）
の
語
源
で
あ
り
、

a
m
u
s
e
m
e
n
t

（
楽
し

み
）
やm

usic

（
心
地
よ
い
響

き
）
に
も
通
じ
る
こ
と
か
ら
、

大
学
、
教
育
・
研
究
機
関
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
と

し
て
、
名
称
決
定
に
至
っ
た
。

西
澤
徹
生
さ
ん
（
商
３
）
と

寺
本
麻
美
さ
ん
（
政
策
３
）

が
、
４
月
２７
日
に
京
都
市
西
京

警
察
署
か
ら
人
命
救
助
に
よ
る

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
た
。

２
人
は
、
４
月
１５
日
、
京
都

市
西
京
区
に
あ
る
道
路
わ
き
の

用
水
路
で
、
男
性
が
流
さ
れ
て

い
る
の
を
発
見
し
、
下
流
の
小

橋
に
て
男
性
を
道
路
に
引
き
上

げ
た
。
男
性
は
当
初
意
識
が
な

く
、
直
ち
に
１
１
９
番
通
報
し

た
。幸

い
に
も
男
性
に
け
が
な
ど

は
な
く
、
現
在
は
元
気
な
様
子

で
、
救
助
し
て
く
れ
た
２
人
に

深
く
感
謝
し
て
い
る
と
い
う
。

中
農

晶
三
氏
（
な
か
の

し

ょ
う
ぞ
う
�
名

誉
教
授
・
元
社

会
学
部
教
授
）

平
成
２１
年
３

月
２０
日
死
去
。
８４
歳
。
昭
和
２３

年
関
西
大
学
経
済
学
部
卒
業
。

４６
年
４
月
本
学
着
任
。
平
成
７

年
３
月
定
年
退
職
。
同
年
４
月

名
誉
教
授
。
昭
和
４９
年
か
ら
昭

和
５１
年
ま
で
社
会
学
部
長
。
専

門
は
広
告
論
。

�
豊
臣
期
大
坂
図
屏
風
�
を

復
元
し
て
上
海
万
博
へ
出
展

春
の
叙
勲

大
学
人
事

高槻新キャンパスの名称決定

�高槻ミューズ
キャンパス�

新

役

職

者

紹

介

「
清
新
で
気
鋭
溢
れ
る
リ
ー
ダ
ー
」

先
端
科
学
技
術
推
進
機
構
長

石
川

正
司

名名
誉誉
教教
授授
のの
称称
号号
授授
与与

勇気ある行動

人命救助による
感謝状授与

３３４４
氏氏
にに
贈贈
るる

得取位学

（２）平成２１年（２００９年）５月１５日第 ３６２ 号
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大
学
大
学�

ト
ピ
ッ
ク
ス�

大
学�

ト
ピ
ッ
ク
ス�

河
田
悌
一
学
長
（
右
）
か
ら
表
彰
状

を
手
渡
さ
れ
る
名
切
卓
男
氏
（
左
）

こ
れ
は
、
昨
年
７
月
に
策
定

し
た
「
学
校
法
人
関
西
大
学
の

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
「K

U
V
i

sion2008

―2017

」
の
中
で

謳
っ
て
い
る
、
本
学
が
め
ざ
す

べ
き
方
向
性
「
社
会
を
見
つ

め
、
変
化
に
挑
む
。『
考
動
』
す

る
関
大
人
が
世
界
を
拓
く
。」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
策
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

G
lobal

K
U
'

は
地
球
を

K

、U
'

２
つ
の
文
字
で
形
作

る
こ
と
に
よ
り
、「
考
動
力
」
を

身
に
つ
け
た
関
大
人
が
世
界
を

開
く
様
子
を
端
的
に
表
し
、

T
H
IN
K

×A
C
T

は
「
考

動
」
す
な
わ
ち
思
考
と
行
動
の

相
互
作
用
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を

意
味
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
表
現

し
て
い
る
。

本
学
が
１
２
０
余
年
の
伝
統

を
継
承
し
つ
つ
、
新
た
な
時
代

を
切
り
拓
く
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ

ー
で
あ
る
た
め
に
、
校
友
、
在

学
生
、
受
験
生
や
父
母
の
み
な

さ
ま
、
教
職
員
な
ど
が
こ
の
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
を
理
解
・
共
有

し
、
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
て
力

を
発
揮
す
る
た
め
に
、
こ
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
と

タ
グ
ラ
イ
ン
を
学
園
共
通
の
旗

印
と
す
る
。

今
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で

展
開
し
、
新
し
い
関
西
大
学
を

社
会
に
発
信
し
て
い
く
。

関
西
大
学
は
、
本
学
ブ
ラ
ン
ド
の
さ
ら
な
る
価
値
向
上
を
め

ざ
し
て
、
平
成
２１
年
４
月
に
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

マ
ー
ク「G

lobal
K
U
'

」（
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｋ
Ｕ
）
と
タ
グ
ラ

イ
ン「T

H
IN
K

×A
C
T

」（
シ
ン
ク
・
バ
イ
・
ア
ク
ト
）
を

発
表
し
た
。

昨
年
１０
月
に
世
界
最
大
最
高

峰
の
電
気
系
学
会（
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
）

で
最
も
権
威
の
あ
る
賞
の
ひ
と
つ

で
あ
るJ

a
m
e
s
R
M
e
l

c
h
e
r
P
r
iz e
P
ap
er

A
w
ard

を
共
同
研
究
者
と
と

も
に
受
賞
し
た
名
切
卓
男
氏（
大

学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
後

期
課
程
修
了
）は
初
め
て
の
学
長

表
彰
を
受
け
ら
れ
、
４
月
２１
日

に
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

本
論
文
で
は
、
樹
脂
の
加
工

方
法
の
開
発
な
ど
を
行
い
、
植

物
由
来
樹
脂
が
石
油
由
来
樹
脂

よ
り
優
れ
た
絶
緑
性
を
実
現
す

る
こ
と
を
実
証
し
、
曲
げ
特
性

や
耐
久
性
に
お
い
て
も
従
来
品

に
比
べ
著
し
く
向
上
す
る
こ
と

を
示
す
こ
と
に
成
功
し
た
。そ
の

結
果
、植
物
由
来
樹
脂
の
使
用
に

よ
り
CO２
削
減
や
廃
棄
物
減
少
な

ど
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
、

電
力
業
界
な
ど
に
強
い
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。高

槻
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
５
月

３１
日
（
日
）
に
「
高
槻
キ
ャ
ン

パ
ス
祭
」
を
開
催
す
る
。

こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
は
本
学

の
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の

校
友
や
地
域
の
方
々
な
ど
に
参

加
し
て
も
ら
う
機
会
で
あ
り
、

毎
年
４
０
０
０
人
を
超
え
る
参

加
者
で
大
盛
況
で
あ
る
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｋ
」。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
に
は
「
つ
な
が

り
・
き
ず
な
」
と
い
う
意
味
が

あ
り
、
日
ご
ろ
指
導
を
い
た
だ

い
て
い
る
諸
先
生
方
、
職
員
、

地
域
の
方
々
、
そ
し
て
、
仲
間

と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
す
る

と
い
う
意
味
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
来
年
、
再
来
年
と
こ
の
キ

ャ
ン
パ
ス
祭
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
し
た

い
（
つ
な
げ
た
い
）
と
い
う
意

味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

今
年
も
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
で

は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
企

画
と
し
て
、
入
試
相
談
、
ス
タ

ジ
オ
イ
ベ
ン
ト
や
体
育
施
設
の

開
放
、
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
企
画

や
応
援
団
の
迫
力
あ
る
演
舞
・

演
奏
、
研
究
発
表
、
模
擬
店
、

毎
年
大
人
気
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

準
備
し
て
い
る
。
当
日
は
多
く

の
方
々
の
参
加
を
期
待
す
る
と

と
も
に
、「
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

祭
」
の
雰
囲
気
を
存
分
に
感

じ
、
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
。

（
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス

事
務
チ
ー
ム
）

関
西
大
学
の
前
身
で
あ
る

関
西
法
律
学
校
が
、
創
立
１

年
後
の
明
治
２０
年
か
ら
翌
２１

年
に
か
け
て
発
行
し
た
「
関

西
法
律
学
校
講
義
録
」（
写

真
）
の
第
１
号
か
ら
第
１１
号

ま
で
の
１１
冊
が
平
成
２１
年
３

月
１８
日
、
山
野
博
史
法
学
部

教
授
か
ら
大
学
に
寄
贈
さ
れ

た
。

「
関
西
法
律
学
校
講
義

録
」
は
、
学
生
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
者
が
授
業
中
に
書
記

と
し
て
記
録
し
た
原
稿
を
、

各
担
当
講
師
が
校
閲
し
た
う

え
で
順
次
出
版
し
た
も
の

で
、
広
く
一
般
に
も
販
売
さ

れ
、
学
校
で
直
接
授
業
を
受

け
ら
れ
な
い
者
に
も
重
宝
さ

れ
た
。

今
回
寄
贈
さ
れ
た
「
関
西

法
律
学
校
講
義
録
」
の
う

ち
、
第
１
号
は
こ
れ
ま
で
年

史
編
纂
室
に
も
収
蔵
さ
れ
て

お
ら
ず
、
第
１
号
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
で
「
関
西
法
律
学

校
講
義
録
」
の
発
行
日
が
明

治
２０
年
１１
月
２９
日
と
確
定
さ

れ
た
。
ま
た
、
第
１
号
か
ら

第
１１
号
ま
で
ひ
と
つ
に
ま
と

ま
っ
て
い
る
こ
と
で
、
各
号

の
発
行
間
隔
も
特
定
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
既
刊

の
年
史
の
記
述
を
書
き
改

め
、
新
た
な
知
見
を
付
け
加

え
る
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

山
野
教
授
は
、今
回
の
「
関

西
法
律
学
校
講
義
録
」
以
外

に
も
、
本
学
で
最
初
に
発
行

さ
れ
た
公
式
刊
行
物
で
あ
る

「
関
西
法
律
学
校
規
則
」（
明

治
１９
年
１０
月
発
行
）
を
、
創

立
１
２
０
周
年
の
佳
節
の
年

で
あ
る
平
成
１８
年
１１
月
に
大

学
へ
寄
贈
し
て
い
る
。

（
年
史
編
纂
室
）

平
成
２２
年
４
月
開
設
に

向
け
高
槻
ミ
ュ
ー
ズ
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
、
初
等
教
育
か
ら

高
等
教
育
ま
で
の
一
貫
教
育
を

同
一
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
践
す
る

と
い
う
本
学
の
新
し
い
教
育
展

開
を
す
る
場
と
し
て
、
日
々
準

備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

開
設
に
先
駆
け
て
小
中
高
一

貫
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
４
月

２５
日
、
第
２
学
舎
４
号
館
Ｂ
Ｉ

Ｇ
ホ
ー
ル
１
０
０
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。
当
日
は
自
治
体
・

企
業
関
係
者
の
ほ
か
、
一
般
市

民
や
教
職
員
・
学
生
ら
約
８
０

０
人
の
来
場
者
が
あ
り
、
は
じ

め
に
上
原
洋
允
理
事
長
、
河
田

悌
一
学
長
に
よ
る
主
催
者
挨
拶

が
行
わ
れ
た
。

第
１
部
の
基
調
講
演
で
は
、

作
家
の
重
松
清
氏
が
子
ど
も
の

未
来
に
影
響
を
与
え
る
「
こ
と

ば
の
力
」
に
つ
い
て
重
要
性
を

語
り
、
引
き
続
き
行
わ
れ
た
第

２
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
基
調
講
演
に
も
参

加
い
た
だ
い
た
重
松
氏
の
ほ
か

田
尻
悟
郎
外
国
語
学
部
教
授
、

黒
上
晴
夫
総
合
情
報
学
部
教

授
、
米
津
俊
司
初
等
部
・
中
等

部
・
高
等
部
開
設
準
備
総
括
、そ

し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
芝
井
敬
司
副
学
長
が
、
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
加
わ
り
、本
学
が

考
え
る「
新
し
い
学
び
」の
ス
タ

イ
ル
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
小
中
高
一

貫
教
育
が
果
た
す
役
割
」
に
つ

い
て
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。

な
か
で
も
、
幼
な
じ
み
が
生

涯
の
親
友
と
な
る
よ
う
な
、
子

ど
も
の
夢
と
希
望
を
は
ぐ
く
む

一
貫
教
育
に
つ
い
て
活
発
な
議

論
が
展
開
さ
れ
、
来
場
者
は
熱

心
な
様
子
で
聴
き
入
っ
て
い

た
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
う

キ
ャ
ン
パ
ス
祭

本
学
を
は
じ
め
、
大
阪
医
科

大
学
と
大
阪
薬
科
大
学
の
３
大

学
は
、
こ
れ
ま
で
医
・
工
・
薬

学
お
よ
び
看
護
学
を
包
含
す
る

共
同
学
部
の
平
成
２２
年
４
月
開

設
を
め
ざ
し
検
討
し
て
き
た
。

し
か
し
、
大
学
設
置
基
準
等

の
改
正
内
容
と
わ
れ
わ
れ
の
構

想
と
の
間
に
懸
隔
が
生
じ
、
大

幅
な
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
た

た
め
、
開
設
時
期
を
１
年
延
期

す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
「
３

大
学
教
育
研
究
連
携
事
業
に
関

す
る
協
定
書
」
を
本
年
３
月
２６

日
に
締
結
し
た
。
そ
の
主
な
内

容
は
、以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

�
医
・
工
・
薬
学
の
３
次
元
の

生
命
科
学
的
素
養
を
も
ち
、

分
子
か
ら
社
会
生
活
ま
で
幅

広
く
人
間
を
理
解
し
、
専
門

性
を
各
々
の
分
野
で
十
分
に

発
揮
で
き
る
人
材
育
成
を
理

念
と
し
、
医
工
薬
連
環
型
の

教
育
研
究
を
行
う
。

�
平
成
２３
年
４
月
に
大
阪
医
科

大
学
内
に
本
学
と
大
阪
薬
科

大
学
が
共
同
学
部
を
開
設

し
、
平
成
２７
年
４
月
に
大
阪

医
科
大
学
が
参
画
す
る
。

�
平
成
２７
年
４
月
に
共
同
大
学

院
を
設
置
す
る
。

�
生
命
連
環
教
育
研
究
機
構（
仮

称
）
を
構
築
し
、
連
携
を
強

化
す
る
。

３
大
学
は
今
後
も
協
定
内
容

の
具
現
化
に
向
け
た
検
討
・
協

議
を
進
め
て
い
く
。

（
新
学
部
設
置
準
備
事
務
室
）

●
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振

興
会
大
学
教
育
等
推
進
事
業
委

員
会
委
員
に
学
長
が
就
任

河
田
悌
一
学
長
が
、
文
部
科

学
省
の
委
託
を
受
け
、
右
記
事

業
の
審
査
を
行
う
独
立
行
政
法

人
日
本
学
術
振
興
会
の
大
学
教

育
等
推
進
事
業
委
員
会
委
員
に

就
任
し
た
。

大
学
教
育
・
学
生
支
援
推
進

事
業
【
テ
ー
マ
Ａ
】
大
学
教
育

推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
大
学
に
お

け
る
教
育
の
質
保
証
の
取
組
の

高
度
化
）
は
、
文
部
科
学
省
が

平
成
２１
年
度
か
ら
開
始
す
る
事

業
で
あ
り
、
各
大
学
等
に
お
け

る
学
士
力
の
確
保
や
教
育
力
向

上
の
た
め
の
取
り
組
み
の
中
か

ら
、
達
成
目
標
を
明
確
に
し
た

効
果
が
見
込
ま
れ
る
取
り
組
み

を
選
定
し
、
重
点
的
な
財
政
支

援
を
行
い
、
我
が
国
の
高
等
教

育
の
質
保
証
の
強
化
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ

る
。

●
「
関
西
大
学
環
境
報
告
書
２

０
０
８
」
を
発
行

本
学
の
地
球
環
境
問
題
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
取
り
ま
と

め
た
「
関
西
大
学
環
境
報
告
書

２
０
０
８
」
を
発
行
し
た
。

本
学
の
地
球
環
境
問
題
に
対

す
る
積
極
的
な
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
く
た
め
の
本
学
の
姿

勢
と
考
え
方
を
表
し
た
「
関
西

大
学
環
境
憲
章
」
お
よ
び
「
関

西
大
学
環
境
方
針
」
を
定
め
、

教
育
・
研
究
を
は
じ
め
と
す
る

あ
ら
ゆ
る
活
動
を
通
し
て
、
か

け
が
え
の
な
い
地
球
環
境
の
重

要
性
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
地

球
環
境
に
配
慮
し
、
そ
れ
に
調

和
し
た
人
間
的
豊
か
さ
の
実
現

の
た
め
、
環
境
方
針
の
も
と
全

学
を
挙
げ
て
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
構
築

に
取
り
組
む
こ
と
を
掲
げ
て
い

る
。廃

棄
処
分
に
な
っ
た
コ
ピ
ー

用
紙
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
し
て
再
生

利
用
す
る
な
ど
、
本
学
の
学

生
、
教
職
員
、
学
内
業
者
な
ど

が
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア

メ
ニ
テ
ィ
の
整
備
」「
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
活
動
」「
環
境
教
育
・

研
究
」「
社
会
貢
献
・
保
全
活

動
」
の
４
つ
の
分
野
に
整
理

し
、
記
録
し
て
い
る
。

○
法
学
部
学
術
講
演
会

テ
ー
マ

「
児
童
自
立
支
援
施

設
の
現
状
」

講
師

下
川

隆
士
氏
（
児
童

自
立
支
援
施
設
大
阪
市
立
阿

武
山
学
園
前
園
長
）

司
会

永
田

憲
史

法
学
部

准
教
授

日
時

６
月
８
日
（
月
）

１４
時
４０
分
〜
１６
時
１０
分

場
所

千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

第
１
学
舎
５
号
館
５
階
Ｅ
５

０
１
教
室

●
入
学
式
を
挙
行

満
開
の
桜
の
も
と
、
４
月
６

日
、
関
西
大
学
北
陽
高
等
学
校

の
入
学
式
が
同
校
体
育
館
に
て

挙
行
さ
れ
、総
勢
３
３
１
人
（
男

子
２
２
５
人
・
女
子
１
０
６

人
）
の
新
入
生
を
迎
え
た
。

当
日
は
第
１
部
と
し
て
鈴
木

清
士
校
長
の
式
辞
に
続
き
、
河

田
悌
一
学
長
が
力
強
い
激
励
の

言
葉
を
新
入
生
に
贈
っ
た
。
第

２
部
と
し
て
上
原
洋
允
理
事
長

か
ら
記
念
品
の
贈
呈
に
続
き
、

特
別
演
奏
と
し
て
フ
ル
ー
ト
の

南
部
靖
佳
氏
、
ピ
ア
ノ
の
山
本

ア
キ
氏
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
が

行
わ
れ
、
栄
え
あ
る
関
大
北
陽

第
２
期
生
に
ふ
さ
わ
し
い
入
学

式
と
な
っ
た
。

ま
た
、
関
西
大
学
第
一
高
等

学
校
・
第
一
中
学
校
も
４
月
８

日
に
入
学
式
を
挙
行
し
、
華
や

か
な
学
園
生
活
の
幕
開
け
と
な

っ
た
。

●
第
一
高
等
学
校
・
第
一
中
学

校
が
、「
数
検
」に
チ
ャ
レ
ン
ジ
�

関
西
大
学
第
一
高
等
学
校
・

第
一
中
学
校
の
中
学
１
年
生
か

ら
高
校
２
年
生
ま
で
の
９
４
７

人
が
２
月
１４
日
（
高
校
）
お
よ

び
同
月
１９
日
（
中
学
）
に
財
団

法
人
日
本
数
学
検
定
協
会
の「
数

検
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
見
事

６
４
２
人
が
合
格
し
た
。

「関西法律学校講義録」
を寄贈

ＪＪａａｍｍｅｅｓｓ ＲＲ ＭＭｅｅｌｌｃｃｈｈｅｅｒｒ ＰＰｒｒｉｉｚｚｅｅ
ＰＰａａｐｐｅｅｒｒ ＡＡｗｗａａｒｒｄｄ

山野博史法学部教授が

小
中
高
一
貫
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

コミュニケーションマークとタグラインを発表
～変化に挑み続け「考動」する関大人～

コミュニケーションマーク

タグライン

３３
大大
学学
共共
同同
学学
部部
のの
開開
設設
をを
延延
期期

新新
たた
にに
協協
定定
書書
をを
締締
結結

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
」
を
テ
ー
マ
に

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
祭
を
開
催

平成２１年（２００９年）５月１５日第 ３６２ 号（３）
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浄水場�

大
和
川�

至
堺
東�

至
難
波�

学
校
法
人�

関
西
大
学�

平
成
平
成
21
年
度
予
算
に
つ
い
て

年
度
予
算
に
つ
い
て�

平
成
21
年
度
予
算
に
つ
い
て�

抜き取って�
お読みいた�
だけます�

平
成
２１
年
度
予
算
は
、
常
任

理
事
会
お
よ
び
大
学
予
算
委
員

会
の
審
議
を
経
て
、
平
成
２１
年

３
月
２６
日
開
催
の
評
議
員
会
へ

諮
問
し
、
同
日
開
催
の
理
事
会

に
お
い
て
議
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

本
予
算
は
、２
０
１
０（
平
成

２２
）
年
４
月
に
集
中
す
る
新
学

部
等
設
置
構
想
を
総
合
的
・
有

機
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
設
置
さ
れ
た
「
関
西
大

学
２
０
１
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
体
制
」
の
も
と
、
熾
烈
を
極

め
る
「
国
公
私
立
大
学
間
競

争
」の
中
で
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
完
遂
し
、「
真
の
総
合
学
園
」

と
し
て
さ
ら
に
充
実
・
飛
躍
す

る
た
め
の
諸
事
業
の
実
施
に
重

点
を
お
き
編
成
し
ま
し
た
。

２
０
０
９（
平
成
２１
）年
４
月

に
は
、
本
学
に
と
っ
て
１１
番
目

の
学
部
と
な
る
外
国
語
学
部
お

よ
び
３
番
目
の
専
門
職
大
学
院

と
な
る
心
理
学
研
究
科
心
理
臨

床
学
専
攻
（
臨
床
心
理
専
門
職

大
学
院
）
を
開
設
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
２
０
１
０（
平
成
２２
）

年
４
月
に
は
、
高
槻
ミ
ュ
ー
ズ

キ
ャ
ン
パ
ス
に
初
等
部
、
中
等

部
、
高
等
部
、
社
会
安
全
学
部

お
よ
び
大
学
院
社
会
安
全
研
究

科
を
、
大
阪
南
部
の
拠
点
と
な

る
堺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
健
康
文
化

学
部（
仮
称
）を
、
北
陽
キ
ャ
ン

パ
ス
に
北
陽
中
学
校
を
同
時
開

設
し
ま
す
。
ま
た
、
大
阪
医
科

大
学
と
大
阪
薬
科
大
学
と
の
３

大
学
連
携
に
よ
る
共
同
学
部
に

つ
い
て
は
、
２
０
１
１（
平
成

２３
）年
４
月
の
開
設
を
め
ざ
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
２１
年
度
は
、
施
設
・
設

備
の
整
備
や
教
員
人
員
計
画
の

策
定
な
ど
必
要
な
施
策
を
推
進

し
、
２
０
１
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
い
よ
い
よ
具
体
化
す
る
年
と

な
る
た
め
、
同
年
度
以
降
の
財

政
見
通
し
は
、
多
額
の
支
出
増

と
な
る
一
方
で
、
今
後
益
々
帰

属
収
入
の
確
保
が
厳
し
い
局
面

を
迎
え
る
も
の
と
予
測
し
て
い

ま
す
。

昨
年
１０
月
に
発
足
し
た
第
１６

期
理
事
会
は
、
現
下
の
状
況
に

鑑
み
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
財
政

基
盤
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
支

出
内
容
を
厳
し
く
見
直
し
、
合

理
化
・
効
率
化
を
求
め
る
一

方
、
緊
急
性
、
重
要
性
、
発
展

性
の
あ
る
計
画
に
対
し
て
は
適

切
な
予
算
配
分
を
行
う
と
い
う

考
え
方
に
立
脚
し
て
、
本
予
算

を
編
成
し
ま
し
た
。

平
成
２１
年
度
の
事
業
計
画

は
、
次
の
「
２

事
業
計
画
の

概
要
」
の
と
お
り
で
す
が
、
厳

し
い
財
政
状
況
に
つ
い
て
本
学

関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
得

て
、
今
後
と
も
厳
正
で
効
果
的

な
予
算
執
行
を
行
い
、
財
政
の

健
全
化
と
財
政
基
盤
の
強
化
に

向
け
て
さ
ら
に
努
力
す
る
所
存

で
す
。

高槻ミューズキャンパス校舎棟および体育・厚生棟 完成予想図

平
成
２１
年
度
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
の
事
業
計

画
の
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

ア

関
西
大
学
２
０
１
０
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

◯ア

高
槻
ミ
ュ
ー
ズ
キ
ャ
ン
パ

ス
設
置
事
業

Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
の
北
東
、
同
駅

か
ら
徒
歩
約
５
分
に
位
置
す
る

開
発
地
区
に
、
敷
地
面
積
１
万

７
５
８
４
平
方
�
の
校
地
を
取

得
し
、
平
成
２２
年
４
月
に
小
学

校
か
ら
大
学
、
大
学
院
さ
ら
に

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
も
包
含

す
る
一
大
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
る

「
高
槻
ミ
ュ
ー
ズ
キ
ャ
ン
パ

ス
」
を
開
設
し
ま
す
。
な
お
、

こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
災
害
時
に
緊
急
避
難
場
所

と
し
て
開
放
す
る
こ
と
か
ら
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
の
敷
地
を
高

槻
市
が
取
得
し
、
同
市
か
ら
本

学
に
無
償
貸
与
さ
れ
ま
す
。

初
等
・
中
等
教
育
に
お
い
て

は
、
本
学
に
と
っ
て
長
年
の
念

願
で
あ
っ
た
初
等
部
を
、
北
陽

キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設
す
る
北
陽

中
学
校
と
並
行
し
て
中
等
部

を
、
第
一
高
等
学
校
お
よ
び
北

陽
高
等
学
校
に
続
く
３
番
目
の

高
等
学
校
と
し
て
高
等
部
を
同

時
開
設
す
べ
く
、
本
年
７
月
に

大
阪
府
私
立
学
校
審
議
会
の
審

査
を
受
け
ま
す
。

初
等
部
・
中
等
部
・
高
等
部

で
は
、「
１２
年
一
貫
教
育
」
を
通

し
て
、「
確
か
な
学
力
」「
国
際

理
解
力
」「
情
感
豊
か
な
心
」「
健

や
か
な
体
」「
高
い
人
間
力
」
の

『
五
つ
の
力
』
を
身
に
つ
け
る

こ
と
を
教
育
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
、
特
に
、
高
等
部
に
つ
い
て

は
「
安
全
科
学
科
」
と
い
う
名

称
を
付
し
た
全
国
初
の
専
門
学

科
を
開
設
し
ま
す
。

高
等
教
育
に
お
い
て
は
、
文

理
融
合
型
の
学
部
で
あ
る
社
会

安
全
学
部
を
設
置
し
、「
地
域
安

全
コ
ー
ス
」
と
「
社
会
安
全
コ

ー
ス
」
の
２
コ
ー
ス
を
設
け
、

安
全
・
安
心
な
社
会
の
創
造
に

寄
与
で
き
る
人
材
を
育
成
し
ま

す
。
同
時
に
開
設
す
る
社
会
安

全
研
究
科
は
、
安
全
な
分
野
に

関
す
る
高
度
専
門
職
業
人
や
研

究
者
等
の
養
成
を
主
た
る
目
的

と
す
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
研
究

科
で
す
。

な
お
、
社
会
安
全
学
部
の
入

学
定
員
は
２
５
０
人
、
収
容
定

員
は
１
０
０
０
人
、
大
学
院
社

会
安
全
研
究
科
の
入
学
定
員
は

修
士
課
程
１５
人
、
収
容
定
員
は

修
士
課
程
３０
人
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

高槻ミューズキャンパス開設
予定地および周辺図

◯イ

堺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る

健
康
文
化
学
部
（
仮
称
）
設
置

事
業堺

市
の
中
心
部
、
南
海
高
野

線
の
「
浅
香
山
駅
」
前
に
位
置

す
る
、
堺
市
立
商
業
高
等
学
校

・
第
二
商
業
高
等
学
校
校
地
の

跡
地
に
、
大
阪
南
部
の
拠
点
と

な
る
「
堺
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
平

成
２２
年
４
月
に
開
設
し
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
健
康
文

化
学
部
（
仮
称
）
を
設
置
し
、

ス
ポ
ー
ツ
、
身
体
文
化
、
福

祉
、
ユ
ー
モ
ア
な
ど
の
健
康
文

化
の
分
野
に
関
す
る
専
門
的
教

育
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
堺
市

に
対
す
る
地
域
貢
献
事
業
と
し

て
、
市
民
講
座
や
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
な
ど
各
種
の
支
援
・
連
携

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

な
お
、
入
学
定
員
は
３
０
０

人
、
収
容
定
員
は
１
２
０
０
人

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◯ウ

北
陽
中
学
校
設
置
事
業

平
成
２０
年
４
月
１
日
付
の
学

校
法
人
福
武
学
園
と
の
合
併
に

よ
り
、
本
学
の
併
設
高
校
と
な

っ
た
北
陽
高
等
学
校
の
隣
接
地

を
取
得
し
、
北
陽
中
学
校
を
平

成
２２
年
４
月
に
開
設
し
ま
す
。

平
成
２１
年
度
は
、
中
高
一
貫

教
育
を
前
提
と
し
た
特
色
あ
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
や
学
習

環
境
の
整
備
充
実
を
図
り
ま

す
。な

お
、
北
陽
中
学
校
の
入
学

定
員
は
１
２
０
人
（
１
学
年
３

ク
ラ
ス
）、
収
容
定
員
は
３
６
０

人
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

イ

新
た
な
教
学
４
部
体
制（
教

育
推
進
部
、
研
究
推
進
部
、
社

会
連
携
部
、
国
際
部
）
の
推
進

教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
、

国
際
活
動
を
さ
ら
に
充
実
・
発

展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
平
成

２０
年
１０
月
に
「
教
育
推
進
部
」

「
研
究
推
進
部
」「
社
会
連
携

部
」「
国
際
部
」
の
４
部
を
設
置

し
ま
し
た
。
こ
の
４
部
の
も

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い

て
、
専
門
性
を
活
か
し
た
戦
略

的
な
教
学
運
営
を
可
能
と
す
る

体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

ウ

外
国
語
学
部
の
開
設

高
度
な
外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
を
備
え
、
国
際

舞
台
で
幅
広
く
活
躍
す
る
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平
成
２１
年
４
月
に
、

本
学
に
と
っ
て
１１
番
目
の
学
部

と
な
る
外
国
語
学
部
を
開
設
し

ま
し
た
。
同
学
部
の
規
模
は
入

学
定
員
１
５
０
人
、
収
容
定
員

６
０
０
人
で
、「
英
語
教
育
専

修
」「
中
国
言
語
文
化
専
修
」「
外

国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専

修
」
の
３
専
修
を
設
け
て
い
ま

す
。
な
お
、
２
年
次
必
修
科
目

と
し
て
、「
ス
タ
デ
ィ
・
ア
ブ
ロ

ー
ド
」
を
置
き
、
海
外
の
提
携

大
学
に
お
け
る
１
年
間
の
留
学

を
義
務
付
け
、
語
学
運
用
能
力

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

エ

心
理
学
研
究
科
心
理
臨
床

学
専
攻
（
臨
床
心
理
専
門
職
大

学
院
）
の
設
置

心
理
学
研
究
科
の
２
専
攻
に

続
く
、
新
た
な
専
攻
と
し
て
心

理
臨
床
学
専
攻
を
平
成
２１
年
４

月
に
設
置
し
ま
し
た
。
同
専
攻

は
、
法
科
大
学
院
お
よ
び
会
計

専
門
職
大
学
院
に
次
ぐ
３
番
目

の
専
門
職
大
学
院
と
な
り
ま

す
。
臨
床
心
理
士
に
求
め
ら
れ

る
高
度
な
専
門
性
を
身
に
つ
け

る
た
め
、
実
務
能
力
の
育
成
を

重
視
し
た
教
育
を
実
施
し
ま

す
。

堺キャンパス開設予定地
および周辺図

ア

高
槻
ミ
ュ
ー
ズ
キ
ャ
ン
パ

ス
校
舎
棟
お
よ
び
体
育
・
厚
生

棟
建
築
工
事

平
成
２０
年
１１
月
よ
り
着
工

し
、
校
舎
棟
お
よ
び
体
育
・
厚

生
棟
を
建
築
す
る
と
と
も
に
運

動
場
な
ど
の
周
辺
整
備
を
進
め

て
お
り
、
平
成
２２
年
３
月
に
竣

工
す
る
予
定
で
す
。

校
舎
棟
は
地
上
１３
階
建
て

で
、
初
等
部（
小
学
校
）・
中
等

部
（
中
学
校
）
・
高
等
部
（
高

等
学
校
）
で
１
棟
、
学
部
・
研

究
科
で
１
棟
の
２
棟
方
式
と

し
、
隣
接
す
る
体
育
・
厚
生
棟

は
４
階
建
て
で
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
体
育
館
（
講
堂
）
、温
水
プ

ー
ル
、
災
害
用
備
蓄
倉
庫
な
ど

の
施
設
を
設
置
す
る
予
定
で

す
。ま

た
、
高
槻
市
が
提
唱
す
る

「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
貢
献
す
る
た
め
、
災
害

時
の
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
開

放
す
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
各
種
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、「
社
会
貢

献
型
都
市
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
め

ざ
し
ま
す
。

イ

堺
キ
ャ
ン
パ
ス
校
舎
棟
改

修
工
事

堺
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

は
、
既
存
の
施
設
を
改
修
し
、

大
学
教
育
を
行
う
に
相
応
し
い

一
般
教
室
や
実
験
実
習
用
教

室
、
図
書
館
、
個
人
研
究
室
の

ほ
か
学
生
談
話
室
な
ど
の
ア
メ

ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
ま

す
。

ウ

北
陽
中
学
校
校
舎
の
竣
工

北
陽
キ
ャ
ン
パ
ス
の
隣
接
地

２
２
５
７
・
０２
平
方
�
を
取
得

し
、
こ
の
土
地
を
含
め
た
同
キ

ャ
ン
パ
ス
内
に
、
北
陽
中
学
校

校
舎
を
建
築
し
ま
す
。

建
物
の
建
築
面
積
は
１
２
７

２
・
８
平
方
�
、
延
床
面
積
４

５
０
４
・
２
平
方
�
で
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
上
４
階
建

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

北陽中学校開設予定地
および周辺図

２２００１１００ププロロジジェェククトトのの完完遂遂にに向向けけてて

理事長

上原 洋允

１

教
育
研
究
活
動
関
係

２

教
育
研
究
施
設
設
備
の
整
備
充
実
関
係

１

予
算
編
成
の
概
要

２

事
業
計
画
の
概
要

平成２１年（２００９年）５月１５日第 ３６２ 号（５）



学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
21
年
度
予
算
に
つ
い
て�

２
０
１
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完
遂
に
向
け
て�

学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
21
年
度
予
算
に
つ
い
て�

２
０
１
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完
遂
に
向
け
て�

予
算
書
に
つ
い
て
は
、
私
立
学

校
振
興
助
成
法
に
よ
る
学
校
法
人

会
計
基
準
に
定
め
ら
れ
た
『
資
金

収
支
予
算
書
』
と
『
消
費
収
支
予

算
書
』
の
２
種
類
を
作
成
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

『
資
金
収
支
予
算
書
』
は
、
当

該
年
度
に
お
け
る
学
校
法
人
全
体

の
諸
活
動
の
計
画
を
、
予
算
編
成

を
通
じ
て
計
数
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
収
入
と
支
出
を
科
目
別
に
明

ら
か
に
し
、
か
つ
、
支
払
資
金
の

収
入
と
支
出
の
て
ん
末
を
明
ら
か

に
す
る
も
の
で
す
。

『
消
費
収
支
予
算
書
』
は
、
当

該
年
度
に
お
け
る
学
校
法
人
全
体

の
諸
活
動
の
計
画
を
、
消
費
収
支

計
算
の
基
準
に
基
づ
い
て
計
数
と

し
て
表
示
し
た
も
の
で
す
。
そ
の

年
度
の
予
算
に
お
け
る
消
費
収
支

の
均
衡
状
況
と
そ
の
内
容
を
明
ら

か
に
し
、
学
校
法
人
の
経
営
状
況

が
健
全
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
ど

う
か
を
示
す
も
の
で
す
。
こ
の
計

算
書
は
、
い
わ
ば
企
業
会
計
の
損

益
計
算
書
に
あ
た
る
も
の
で
す
。

『
貸
借
対
照
表
』
は
、
学
校
法

人
の
一
定
時
点
に
お
け
る
資
産
、

負
債
、
基
本
金
、
消
費
収
支
差
額

を
も
っ
て
財
政
状
態
を
示
す
も
の

で
す
。
決
算
時
に
作
成
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
学
で
は

予
算
時
に
も
年
度
末
の
財
政
状
態

を
よ
り
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め

に
『
予
想
貸
借
対
照
表
』
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
平

成
１９
年
度
決
算
の
『
貸
借
対
照

表
』
に
平
成
２０
年
度
補
正
後
予
算

を
加
味
し
て
平
成
２０
年
度
末
と

し
、
さ
ら
に
平
成
２１
年
度
予
算
を

加
味
し
て
平
成
２１
年
度
末
の
財
政

状
態
を
予
想
し
た
も
の
で
す
。

増 減

１，２７９，０６４，０００
９７３，５４０，０００
７５，８１０，０００
２，１２８，０００

２１６，８５６，０００
１０，７３０，０００

３０７，８５９，０００
３０６，８３０，０００

△ １１５，０００
△ ８２２，０００

１，２７１，０００

６９５，０００

△ ３，４００，０００
△ ３，４００，０００

△ １３４，３７８，０００
△ １１３，９８８，０００
△ １８，９９０，０００
△ １，４００，０００

△ ２４２，８３７，０００
５４，４１４，０００

６０２，０００

△ １２５，０２８，０００

△ ２，９５１，０００

△ １，０００，０００

△ ４０，０００

△ １７５，０００

△ ６，０００，０００

△ １２６，９０７，０００

△ ８４，０００

△ ８００，０００

△ ２，０００，０００

７，０００，０００

△ ３９，５６７，０００
△ ３０１，０００

１，５８８，５２４，０００
△ １１１，４６５，０００
１，７００，０００，０００

△ １１，０００

２０年度予算

３３，３４０，６８５，０００
２４，８５９，４４３，０００
２，５２６，４９０，０００
８０６，８５２，０００

５，００８，８３０，０００
１３９，０７０，０００

２，６６０，００９，０００
２，６２９，１９０，０００
１，２２０，０００
１４，４４０，０００
７，７４３，０００

７，４１６，０００

２５０，０００，０００
２５０，０００，０００

４，１４６，６１５，０００
３，３６９，０９８，０００
７７６，１１７，０００
１，４００，０００

１，１９２，１５２，０００
６４，２９０，０００

６，４６０，０００

３３２，７１６，０００

３，７５１，０００

１，２００，０００

１４４，０００

６７５，０００

２７，０５０，０００

５０６，７６２，０００

８４，０００

２，４００，０００

３，０００，０００

０

１１５，５７１，０００
１２８，０４９，０００

７１１，４７６，０００
１１１，４６５，０００
６００，０００，０００

１１，０００

２１年度予算

３４，６１９，７４９，０００
２５，８３２，９８３，０００
２，６０２，３００，０００
８０８，９８０，０００

５，２２５，６８６，０００
１４９，８００，０００

２，９６７，８６８，０００
２，９３６，０２０，０００
１，１０５，０００
１３，６１８，０００
９，０１４，０００

８，１１１，０００

２４６，６００，０００
２４６，６００，０００

４，０１２，２３７，０００
３，２５５，１１０，０００
７５７，１２７，０００

０

９４９，３１５，０００
１１８，７０４，０００

７，０６２，０００

２０７，６８８，０００

８００，０００

２００，０００

１０４，０００

５００，０００

２１，０５０，０００

３７９，８５５，０００

０

１，６００，０００

１，０００，０００

７，０００，０００

７６，００４，０００
１２７，７４８，０００

２，３００，０００，０００
０

２，３００，０００，０００
０

科 目

学生生徒等納付金収入
授業料収入
入学金収入
実験・実習料収入
教育充実費収入
施設費収入

手数料収入
入学検定料収入
試験料収入
証明手数料収入
大学入試センター試験
実施手数料収入
その他の手数料収入

寄付金収入
特別寄付金収入

補助金収入
国庫補助金収入
地方公共団体補助金収入
学術研究振興資金収入

資産運用収入
退職給与引当特定資産
運用収入
関西大学退職年金引当
特定資産運用収入
減価償却引当特定資産
運用収入
キャンパス整備資金引
当特定資産運用収入
情報基盤等整備資金引
当特定資産運用収入
理工系学部整備充実資
金引当特定資産運用収入

高中施設整備資金引当
特定資産運用収入
高槻新キャンパス整備
資金引当特定資産運用収入

第３号基本金引当特定
資産運用収入
総合情報学部Ｅ棟／教
室棟借入返済資金特定
預金運用収入
危機対応資金引当特定
預金運用収入
ＩＴ化推進引当特定資
産運用収入
２０１０プロジェクト引当
特定預金運用収入
受取利息・配当金収入
施設設備利用料収入

資産売却収入
土地売却収入
有価証券売却収入
その他の固定資産売却収入

平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで （単位 円）

収入の部
増 減

１２３，９０５，０００
３３，９２９，０００

△ ９３５，０００
９０，９１１，０００

△ ４８３，６００，０００
△ ４３９，４９０，０００

△ ４４，１１０，０００

△２，０００，０００，０００
△２，０００，０００，０００

４２６，７４３，０００
１８１，３７２，０００
１９８，７９０，０００

△ ９００，０００
５７，４８１，０００

△ １０，０００，０００

２，５２８，４８２，０００
１００，００６，０００

２３，８４３，０００

△３，５００，０００，０００

△１，０５１，０００，０００

△ ２００，０００，０００

５，０００，０００，０００

△ ８３，８２２，０００

△ ５００，０００，０００

３，５００，０００，０００

１４，０８７，０００

３，４１０，０００
△ ８３５，９０５，０００
△ ２，３５０，０００

６１，５８４，０００
△１，３７１，０００

△ ３１７，０７３，０００
△ １２，１７４，０００
△ ３０４，８９９，０００

△８，６５４，８５０，０００

△５，５８１，５６１，０００

２０年度予算

７５５，５０５，０００
４５８，５３４，０００
８，７９２，０００
２８８，１７９，０００

１，６０３，７７７，０００
１，２４７，６３６，０００

３５６，１４１，０００

２，０００，０００，０００
２，０００，０００，０００

６，３２５，１６５，０００
２，８８７，１３９，０００
２，６２２，３９０，０００
１０８，７１５，０００
６１７，９２１，０００
８９，０００，０００

１１，１５６，１４２，０００
０

２３，５０３，０００

３，５００，０００，０００

１，０５１，０００，０００

３００，０００，０００

２，５００，０００，０００

８３，８２２，０００

１，０００，０００，０００

０

４１，４２６，０００

５７４，３３７，０００
１，６４６，１５４，０００
５５，５１３，０００

３７８，４１６，０００
１，９７１，０００

△６，８３０，５１５，０００
△ ８１０，２４９，０００
△６，０２０，２６６，０００

１９，９７７，００５，０００

７７，２８８，０１６，０００

２１年度予算

８７９，４１０，０００
４９２，４６３，０００
７，８５７，０００

３７９，０９０，０００

１，１２０，１７７，０００
８０８，１４６，０００

３１２，０３１，０００

０
０

６，７５１，９０８，０００
３，０６８，５１１，０００
２，８２１，１８０，０００
１０７，８１５，０００
６７５，４０２，０００
７９，０００，０００

１３，６８４，６２４，０００
１００，００６，０００

４７，３４６，０００

０

０

１００，０００，０００

７，５００，０００，０００

０

５００，０００，０００

３，５００，０００，０００

５５，５１３，０００

５７７，７４７，０００
８１０，２４９，０００
５３，１６３，０００

４４０，０００，０００
６００，０００

△７，１４７，５８８，０００
△ ８２２，４２３，０００
△６，３２５，１６５，０００

１１，３２２，１５５，０００

７１，７０６，４５５，０００

科 目

事業収入
補助活動収入
附属事業収入
受託事業収入

雑収入
私学退職金財団交付金
収入
雑収入

借入金等収入
長期借入金収入

前受金収入
授業料前受金収入
入学金前受金収入
実験・実習料前受金収入
教育充実費前受金収入
その他の前受金収入

その他の収入
退職給与引当特定資産
からの繰入収入
関西大学退職年金引当
特定資産からの繰入収
入
減価償却引当特定資産
からの繰入収入
キャンパス整備資金引
当特定資産からの繰入
収入
情報基盤等整備資金引
当特定資産からの繰入
収入
高槻新キャンパス整備
資金引当特定資産から
の繰入収入
総合情報学部Ｅ棟／教
室棟借入返済資金特定
預金からの繰入収入
ＩＴ化推進引当特定資
産からの繰入収入
２０１０プロジェクト引当
特定預金からの繰入収
入
修学旅行費等預り資産
からの繰入収入
貸付金回収収入
前期末未収入金収入
修学旅行費等預り金収
入
その他の預り金収入
その他の収入

資金収入調整勘定
期末未収入金
前期末前受金

前年度繰越支払資金

収入の部合計

支出の部
増 減

２，８３５，０００
４８３，７８５，０００
２８９，８４４，０００

△ ５２，０４４，０００
△ ７４２，５９３，０００

２３，８４３，０００

７７９，７９９，０００
７１，７００，０００
７９６，０８６，０００
２４，０１８，０００
３８，９５１，０００

△ ３５，２７２，０００
６５，４６６，０００

△ １２，４４８，０００
△ ２８，０９８，０００

△４０３，０００
６０，２８２，０００

△ ５，５１４，０００
３，９９４，０００

△ ２１６，３３９，０００
４，８３０，０００
１６，０００
６９０，０００

△ ２０７，０００
３８０，０００

２，８９１，０００
８，７７６，０００

３４４，３６３，０００
６，８７９，０００

△ １，８０３，０００
△ １，４８４，０００

２４，２１０，０００
７０，９９９，０００
２，３０５，０００
１，５１９，０００

△ ５８０，０００
１０３，７０２，０００

△ ４６，３９１，０００
△ ３２，０００

２５７，０００
１１５，０１９，０００
５２，６１０，０００

△ １１０，０００
２７２，０００

６，６３６，０００
３２０，０００

△ ２，６８７，０００
１２，７２２，０００

１７，２０６，０００
１７，２０６，０００

１１７，０００，０００
１１７，０００，０００

２０年度予算

２１，６８７，４７７，０００
１３，３１５，６９３，０００
６，３０２，９１１，０００
１７０，８７４，０００

１，８７４，４９６，０００
２３，５０３，０００

１２，６８９，６９７，０００
４７０，０６５，０００

２，１１８，９１９，０００
３３７，７９４，０００
４１６，８５７，０００
２９９，１４１，０００
７７９，１３９，０００
２８３，２１２，０００

１，１２０，４７３，０００
１６，７８５，０００
８４３，３８２，０００
７，０４４，０００
６３，１５０，０００

４，３８９，２２２，０００
１，２２２，７２３，０００

７２，０００
７，８９１，０００

１７２，８８３，０００
９，３１５，０００
２１，０４２，０００
１１０，５８８，０００

１，７７７，３４８，０００
６４，０１１，０００
５６，９１９，０００
２２，５３９，０００
１１７，６８４，０００
２８７，７７９，０００
５４，０４８，０００
３３，６５８，０００
２，２１６，０００

２６６，６９７，０００
６６，１２２，０００
３２，０００

５，９７２，０００
６３７，６２９，０００
１２，５６４，０００
９，２７３，０００
２６，１２０，０００
４５，６８４，０００
１０，１２１，０００
１２，９８２，０００
４５，２９８，０００

１２５，４８０，０００
１２５，４８０，０００

７４１，２６０，０００
７４１，２６０，０００

２１年度予算

２１，６９０，３１２，０００
１３，７９９，４７８，０００
６，５９２，７５５，０００
１１８，８３０，０００

１，１３１，９０３，０００
４７，３４６，０００

１３，４６９，４９６，０００
５４１，７６５，０００

２，９１５，００５，０００
３６１，８１２，０００
４５５，８０８，０００
２６３，８６９，０００
８４４，６０５，０００
２７０，７６４，０００

１，０９２，３７５，０００
１６，３８２，０００
９０３，６６４，０００
１，５３０，０００
６７，１４４，０００

４，１７２，８８３，０００
１，２２７，５５３，０００

８８，０００
８，５８１，０００

１７２，６７６，０００
９，６９５，０００
２３，９３３，０００
１１９，３６４，０００

２，１２１，７１１，０００
７０，８９０，０００
５５，１１６，０００
２１，０５５，０００
１４１，８９４，０００
３５８，７７８，０００
５６，３５３，０００
３５，１７７，０００
１，６３６，０００

３７０，３９９，０００
１９，７３１，０００

０
６，２２９，０００

７５２，６４８，０００
６５，１７４，０００
９，１６３，０００
２６，３９２，０００
５２，３２０，０００
１０，４４１，０００
１０，２９５，０００
５８，０２０，０００

１４２，６８６，０００
１４２，６８６，０００

８５８，２６０，０００
８５８，２６０，０００

科 目

人件費支出
教員人件費支出
職員人件費支出
役員報酬支出
退職金支出
退職年金支出

教育研究経費支出
旅費交通費支出
消耗品費支出
印刷・製本費支出
研究補助費支出
教育等補助費支出
奨学費支出
通信運搬費支出
光熱水費支出
広告費支出
修繕費支出
除却費支出
保険料支出
業務委託費支出
賃借料支出
租税公課支出
諸会費支出
支払手数料・報酬支出
渉外費支出
会議・会合費支出
雑費支出

管理経費支出
旅費交通費支出
福利厚生費支出
年金支出
消耗品費支出
印刷・製本費支出
通信運搬費支出
光熱水費支出
補助費支出
広告費支出
修繕費支出
除却費支出
保険料支出
業務委託費支出
賃借料支出
租税公課支出
諸会費支出
支払手数料・報酬支出
渉外費支出
会議・会合費支出
雑費支出

借入金等利息支出
借入金利息支出

借入金等返済支出
借入金返済支出

増 減

△２，１２５，６９３，０００
△４，４５７，６８０，０００
８，６３９，９５５，０００
１２，８１６，０００

△６，３３７，２６４，０００
１６，４８０，０００

１，８３４，０７６，０００
１，８８１，２９５，０００

△ ６１，４５８，０００
１４，２３９，０００

△６，２５９，５４１，０００
△ ７８，９３８，０００

△ ８，６５４，０００

１，３１３，３２４，０００

△ ４００，０００，０００

０

△ ５０，０００，０００

△２，５００，０００，０００

６７，０７７，０００

△ ５００，０００，０００

△３，５００，０００，０００

△ ２，３５０，０００

△ ６００，０００，０００

△ ５９６，２０７，０００
△ ３４，５２８，０００
△ ４８７，７０６，０００

１４，０８７，０００

△ ８６，６３２，０００

△ １，４２８，０００

０

△ １４４，５８４，０００
△ １５５，１７２，０００

１０，５８８，０００

４４９，１８５，０００

△５，５８１，５６１，０００

２０年度予算

１５，１５６，４３５，０００
４，４５７，６８０，０００
３，３０２，６５１，０００
９９１，７４０，０００
６，４００，４６４，０００
３，９００，０００

２，４９８，７７７，０００
２，１８８，５１０，０００
８２，７７９，０００
２２７，４８８，０００

８，８６７，８７５，０００
７８，９３８，０００

１０１，２４０，０００

０

４００，０００，０００

３０，０００，０００

５０，０００，０００

２，５００，０００，０００

１，０５２，１８４，０００

５００，０００，０００

３，５００，０００，０００

５５，５１３，０００

６００，０００，０００

３，０２５，１８２，０００
８３７，３２０，０００
１，５２０，３３４，０００
４１，４２６，０００

４６５，０４８，０００

１６１，０５４，０００

６００，０００，０００

△１，２０３，６７０，０００
△１，０３２，０２８，０００
△ １７１，６４２，０００

１１，３２２，１５５，０００

７７，２８８，０１６，０００

２１年度予算

１３，０３０，７４２，０００
０

１１，９４２，６０６，０００
１，００４，５５６，０００
６３，２００，０００
２０，３８０，０００

４，３３２，８５３，０００
４，０６９，８０５，０００
２１，３２１，０００
２４１，７２７，０００

２，６０８，３３４，０００
０

９２，５８６，０００

１，３１３，３２４，０００

０

３０，０００，０００

０

０

１，１１９，２６１，０００

０

０

５３，１６３，０００

０

２，４２８，９７５，０００
８０２，７９２，０００

１，０３２，６２８，０００
５５，５１３，０００

３７８，４１６，０００

１５９，６２６，０００

６００，０００，０００

△１，３４８，２５４，０００
△１，１８７，２００，０００
△ １６１，０５４，０００

１１，７７１，３４０，０００

７１，７０６，４５５，０００

科 目

施設関係支出
土地支出
建物支出
構築物支出
建設仮勘定支出
施設利用権支出

設備関係支出
教育研究用機器備品支出
その他の機器備品支出
図書支出

資産運用支出
退職給与引当特定資産
への繰入支出
関西大学退職年金引当
特定資産への繰入支出
減価償却引当特定資産
への繰入支出
キャンパス整備資金引
当特定資産への繰入支出
理工系学部整備充実資
金引当特定資産への繰
入支出
高中施設整備資金引当
特定資産への繰入支出
高槻新キャンパス整備
資金引当特定資産への
繰入支出
第３号基本金引当特定
資産への繰入支出
ＩＴ化推進引当特定資
産への繰入支出
２０１０プロジェクト引当
特定預金への繰入支出
修学旅行費等預り資産
への繰入支出
有価証券購入支出

その他の支出
貸付金支払支出
前期末未払金支払支出
修学旅行費等預り金支
払支出
その他の預り金支払支
出
前払金支払支出

予備費

資金支出調整勘定
期末未払金
前期末前払金

次年度繰越支払資金

支出の部合計

平成２２年３月３１日 （単位 千円）

資産の部

注記
１ 重要な会計方針
�引当金の計上基準
徴収不能引当金

債権の徴収不能に備えるため、個別に見積もった徴収不能見込額を計上
している。
退職給与引当金
ア 大学の教員及び職員

期末要支給額１２，３１４，８６５，０００円の５０％を基にして、私立大学退職金
財団に対する掛金の累計額と交付金の累計額との繰入調整額を加減し
た金額を計上している。

イ 第一高等学校、第一中学校、幼稚園の教員
期末要支給額１，２５０，６８７，０００円から私学退職金財団よりの交付金相当

額を控除した金額の５０％を計上している。
ウ 法人の教員

期末要支給額９，８１２，０００円の５０％を計上している。
エ 北陽高等学校の教員及び職員

期末要支給額８５５，６１９，０００円から私学退職金財団よりの交付金相当額
を控除した金額の１００％を計上している。

オ 役員
期末要支給額５８，７５０，０００円の１００％を計上している。

退職年金引当金
関西大学退職年金規程に基づき、退職給付債務を引当計上している。

�その他重要な会計方針
有価証券の評価基準及び評価方法

移動平均法に基づく原価法である。
所有権移転外ファイナンス・リース取引の処理方法

通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理によっている。なお、リー
ス取引開始日が、平成２１年３月３１日以前のリース物件の所有権が借主に移
転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、通
常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

預り金その他経過項目に係る収支の表示方法
前期末残高は、預り金支出・立替金収入とし、当期末残高は、預り金収
入・立替金支出としている。
食堂その他教育研究活動に付随する活動に係る収支の表示方法

補助活動に係る収支は総額で表示している。
２ 重要な会計方針の変更等

「リース取引に関する会計処理について（通知）」（２０高私参第２号）及び
「ソフトウェアに関する会計処理について（通知）」（２０高私参第３号）によ
り、当会計年度から同通知の基準によっている。

３ 減価償却額の累計額の合計額 ７１，８７７，３２６，０００円
４ 徴収不能引当金の合計額 ９，３４１，５００円
５ 担保に供されている資産の種類及び額は次のとおりである。

土地 １２０，６０６．７２� ６８９，９６９，６２９円
６ 翌会計年度以後の会計年度において基本金への組入れを行うこととなる金額

５，４８２，９００，０００円
７ その他財政及び経営の状況を正確に判断するために必要な事項
�偶発債務
関西大学法科大学院特別教育ローンにおいて、金融機関に対し２７，２９８，７４９円
の債務保証を行っている。
�所有権移転外ファイナンス・リース取引
通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っている所有権移転外フ
ァイナンス・リースは次のとおりである。
�平成２１年４月１日以降に開始するリース取引

なし
�平成２１年３月３１日以前に開始したリース取引
リース資産の種類 リース料総額 未経過リース料

期末残高
教育研究用機器備品 １，３４１，１３０千円 ３３４，３４３千円
車輌 １４，８１８千円 ２，６６４千円

計 １，３５５，９４８千円 ３３７，００７千円

負債の部

増 減

２，６８８，９１２

１１，９６１，６９５

０

１５，３１０，５１２

１２８，８９３

２，２５３，１０９

△ ５７，５７１

２５２，７２７

△ １９５

△ ５，９２５，７８０

△ ９，２７２，７８３

０

△ ４，８１２

０

△ ３００，０００

２２４，２１０

△ １００，００６

４５，２４０

１，３１３，３２４

０

△ １００，０００

３０，０００

０

△ ７，５００，０００

１，１１９，２６１

０

△ ５００，０００

△ ３，５００，０００

△ １，５４１，０１７

４４９，１８５

１２，１７４

△ １，９９８，８３３

△ １，４２８

△ ２，３５０

２３５

１，１４７，８９５

２０年度末

１７４，５４４，７１９

１０２，５１３，８７３

１５，５４６，７４３

５１，６１６，０２７

８，１５４，３７０

８，６４７，６４５

４１７，４６５

１２，１４１，９３６

７０７

５，９８８，９８０

７２，０３０，８４６

１８，８２８

１４５，８９９

５１，３７３

２，７４９，５１７

４，６３３，６６９

６，９３７，１５６

８９５，３２２

２４，６８６，６７６

４００，０００

１００，０００

５２，０００

２５０，０００

７，５００，０００

１８，８１０，４０６

８００，０００

５００，０００

３，５００，０００

１４，８５３，９２１

１１，３２２，１５５

８１１，５８８

２，４９９，３４６

１６１，０５４

５５，５１３

４，２６５

１８９，３９８，６４０

２１年度末

１７７，２３３，６３１

１１４，４７５，５６８

１５，５４６，７４３

６６，９２６，５３９

８，２８３，２６３

１０，９００，７５４

３５９，８９４

１２，３９４，６６３

５１２

６３，２００

６２，７５８，０６３

１８，８２８

１４１，０８７

５１，３７３

２，４４９，５１７

４，８５７，８７９

６，８３７，１５０

９４０，５６２

２６，０００，０００

４００，０００

０

８２，０００

２５０，０００

０

１９，９２９，６６７

８００，０００

０

０

１３，３１２，９０４

１１，７７１，３４０

８２３，７６２

５００，５１３

１５９，６２６

５３，１６３

４，５００

１９０，５４６，５３５

科 目

Ⅰ 固定資産

１ 有形固定資産

（１）土地

（２）建物

（３）構築物

（４）教育研究用機器備品

（５）その他の機器備品

（６）図書

（７）車輌

（８）建設仮勘定

２ その他の固定資産

（１）電話加入権

（２）施設利用権

（３）敷金・保証金

（４）有価証券

（５）長期貸付金

（６）退職給与引当特定資産

（７）関西大学退職年金引当特定資産

（８）減価償却引当特定資産

（９）キャンパス整備資金引当特定資産

（１０）情報基盤等整備資金引当特定資産

（１１）理工系学部整備充実資金引当特定資産

（１２）高中施設整備資金引当特定資産

（１３）高槻新キャンパス整備資金引当特定資産

（１４）第３号基本金引当特定資産

（１５）危機対応資金引当特定預金

（１６）ＩＴ化推進引当特定資産

（１７）２０１０プロジェクト引当特定預金

Ⅱ 流動資産

（１）現金・預金

（２）未収入金

（３）有価証券

（４）前払金

（５）修学旅行費等預り資産

（６）その他の流動資産

資産の部合計

増 減

△ ９１３，０２６

△ ８５８，２６０

△ １００，００６

４５，２４０

６４０，５４９

０

１５４，５７２

４２６，７４３

△ ２，３５０

６１，５８４

△ ２７２，４７７

２０年度末

１３，３１５，３７８

５，４８２，９００

６，９３７，１５６

８９５，３２２

８，６６０，２１７

８５８，２６０

１，０３５，４９９

６，３３１，９０１

５５，５１３

３７９，０４４

２１，９７５，５９５

２１年度末

１２，４０２，３５２

４，６２４，６４０

６，８３７，１５０

９４０，５６２

９，３００，７６６

８５８，２６０

１，１９０，０７１

６，７５８，６４４

５３，１６３

４４０，６２８

２１，７０３，１１８

科 目

Ⅰ 固定負債

（１）長期借入金

（２）退職給与引当金

（３）関西大学退職年金引当金

Ⅱ 流動負債

（１）短期借入金

（２）未払金

（３）前受金

（４）修学旅行費等預り金

（５）その他の預り金

負債の部合計

基本金の部
増 減

１７，２２６，８３３

△ ７，６００，０００

１，１１９，２６１

２３２，０００

１０，９７８，０９４

２０年度末

１６３，９０３，６９７

８，２５０，０００

１８，８１０，４０６

２，６３３，８２７

１９３，５９７，９３０

２１年度末

１８１，１３０，５３０

６５０，０００

１９，９２９，６６７

２，８６５，８２７

２０４，５７６，０２４

科 目

第１号基本金

第２号基本金

第３号基本金

第４号基本金

基本金の部合計

増 減

△ ９，５５７，７２２

△ ９，５５７，７２２

増 減

１，１４７，８９５

２０年度末

△ ２６，１７４，８８５

△ ２６，１７４，８８５

２０年度末

１８９，３９８，６４０

２１年度末

△ ３５，７３２，６０７

△ ３５，７３２，６０７

２１年度末

１９０，５４６，５３５

科 目

翌年度繰越消費支出超過額

消費収支差額の部合計

科 目

負債の部・基本金の部及び消費収支差額の部合計

消費収支差額の部

増 減

９，５５７，７２２，０００

２０年度予算

２６，１７４，８８５，０００

２１年度予算

３５，７３２，６０７，０００

科 目

翌年度繰越消費支出超過額

増 減

△５，２５１，３３７，０００
１４，８０９，０５９，０００

２０年度予算

１４，８０９，０５９，０００
１１，３６５，８２６，０００

２１年度予算

９，５５７，７２２，０００
２６，１７４，８８５，０００

科 目

当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額

消費支出の部
増 減

△ ２０８，６０６，０００
４８３，７８５，０００
２８９，８４４，０００

△ ５２，０４４，０００
△ ３３，１４９，０００
△ ８８８，３８８，０００
△ ８，６５４，０００

９７８，６４０，０００
７１，７００，０００
７９６，０８６，０００
２４，０１８，０００
３８，９５１，０００

△ ３５，２７２，０００
６５，４６６，０００

△ １２，４４８，０００
△ ２８，０９８，０００
△ ４０３，０００

１９８，８４１，０００
６０，２８２，０００

△ ５，５１４，０００
３，９９４，０００

△ ２１６，３３９，０００
４，８３０，０００
１６，０００
６９０，０００

△ ２０７，０００
３８０，０００

２，８９１，０００
８，７７６，０００

２０年度予算

２１，８４４，１５２，０００
１３，３１５，６９３，０００
６，３０２，９１１，０００
１７０，８７４，０００
７６，６６６，０００

１，８７６，７６８，０００
１０１，２４０，０００

１７，７８２，６６３，０００
４７０，０６５，０００

２，１２８，９１９，０００
３３７，７９４，０００
４１６，８５７，０００
２９９，１４１，０００
７７９，１３９，０００
２８３，２１２，０００

１，１２０，４７３，０００
１６，７８５，０００

５，０８２，９６６，０００
８４３，３８２，０００
７，０４４，０００
６３，１５０，０００

４，３８９，２２２，０００
１，２２２，７２３，０００

７２，０００
７，８９１，０００

１７２，８８３，０００
９，３１５，０００
２１，０４２，０００
１１０，５８８，０００

２１年度予算

２１，６３５，５４６，０００
１３，７９９，４７８，０００
６，５９２，７５５，０００
１１８，８３０，０００
４３，５１７，０００
９８８，３８０，０００
９２，５８６，０００

１８，７６１，３０３，０００
５４１，７６５，０００

２，９２５，００５，０００
３６１，８１２，０００
４５５，８０８，０００
２６３，８６９，０００
８４４，６０５，０００
２７０，７６４，０００

１，０９２，３７５，０００
１６，３８２，０００

５，２８１，８０７，０００
９０３，６６４，０００
１，５３０，０００
６７，１４４，０００

４，１７２，８８３，０００
１，２２７，５５３，０００

８８，０００
８，５８１，０００

１７２，６７６，０００
９，６９５，０００
２３，９３３，０００
１１９，３６４，０００

科 目

人件費
教員人件費
職員人件費
役員報酬
退職金
退職給与引当金繰入額
関西大学退職年金引当
金繰入額

教育研究経費
旅費交通費
消耗品費
印刷・製本費
研究補助費
教育等補助費
奨学費
通信運搬費
光熱水費
広告費
減価償却額
修繕費
除却費
保険料
業務委託費
賃貸料
租税公課
諸会費
支払手数料・報酬
渉外費
会議・会合費
雑費

増 減

３８０，７４９，０００
６，８７９，０００

△ １，８０３，０００
△ １，４８４，０００

２４，２１０，０００
７０，９９９，０００
２，３０５，０００
１，５１９，０００

△ ５８０，０００
１０３，７０２，０００
３６，３８６，０００

△ ４６，３９１，０００
△ ３２，０００

２５７，０００
１１５，０１９，０００
５２，６１０，０００

△ １１０，０００
２７２，０００

６，６３６，０００
３２０，０００

△ ２，６８７，０００
１２，７２２，０００

１７，２０６，０００
１７，２０６，０００

△ ７，３１０，０００
△ ５，１８８，０００

△ １２２，０００

△ ２，０００，０００

０

１，１６０，６７９，０００

２０年度予算

１，９５９，４０６，０００
６４，０１１，０００
５６，９１９，０００
２２，５３９，０００
１１７，６８４，０００
２８７，７７９，０００
５４，０４８，０００
３３，６５８，０００
２，２１６，０００

２６６，６９７，０００
１８２，０５８，０００
６６，１２２，０００
３２，０００

５，９７２，０００
６３７，６２９，０００
１２，５６４，０００
９，２７３，０００
２６，１２０，０００
４５，６８４，０００
１０，１２１，０００
１２，９８２，０００
４５，２９８，０００

１２５，４８０，０００
１２５，４８０，０００

２５，７７１，０００
２１，１９２，０００

１，５７９，０００

３，０００，０００

６００，０００，０００

４２，３３７，４７２，０００

２１年度予算

２，３４０，１５５，０００
７０，８９０，０００
５５，１１６，０００
２１，０５５，０００
１４１，８９４，０００
３５８，７７８，０００
５６，３５３，０００
３５，１７７，０００
１，６３６，０００

３７０，３９９，０００
２１８，４４４，０００
１９，７３１，０００

０
６，２２９，０００

７５２，６４８，０００
６５，１７４，０００
９，１６３，０００
２６，３９２，０００
５２，３２０，０００
１０，４４１，０００
１０，２９５，０００
５８，０２０，０００

１４２，６８６，０００
１４２，６８６，０００

１８，４６１，０００
１６，００４，０００

１，４５７，０００

１，０００，０００

６００，０００，０００

４３，４９８，１５１，０００

科 目

管理経費
旅費交通費
福利厚生費
年金
消耗品費
印刷・製本費
通信運搬費
光熱水費
補助費
広告費
減価償却額
修繕費
除却費
保険料
業務委託費
貸借料
租税公課
諸会費
支払手数料・報酬
渉外費
会議・会合費
雑費

借入金等利息
借入金利息

資産処分差額
教育研究用機器備品処
分差額
その他の機器備品処分
差額
図書処分差額

予備費

消費支出の部合計

増 減

１，２７９，０６４，０００
９７３，５４０，０００
７５，８１０，０００
２，１２８，０００

２１６，８５６，０００
１０，７３０，０００

３０７，８５９，０００
３０６，８３０，０００

△ １１５，０００
△ ８２２，０００

１，２７１，０００

６９５，０００

△ ３，４００，０００
△ ３，４００，０００

０

△ １３４，３７８，０００
△ １１３，９８８，０００
△ １８，９９０，０００
△ １，４００，０００

△ ２４２，８３７，０００
５４，４１４，０００

６０２，０００

△ １２５，０２８，０００

△ ２，９５１，０００

△ １，０００，０００

△ ４０，０００

２０年度予算

３３，３４０，６８５，０００
２４，８５９，４４３，０００
２，５２６，４９０，０００
８０６，８５２，０００

５，００８，８３０，０００
１３９，０７０，０００

２，６６０，００９，０００
２，６２９，１９０，０００
１，２２０，０００
１４，４４０，０００
７，７４３，０００

７，４１６，０００

３７２，０００，０００
２５０，０００，０００
１２２，０００，０００

４，１４６，６１５，０００
３，３６９，０９８，０００
７７６，１１７，０００
１，４００，０００

１，１９２，１５２，０００
６４，２９０，０００

６，４６０，０００

３３２，７１６，０００

３，７５１，０００

１，２００，０００

１４４，０００

２１年度予算

３４，６１９，７４９，０００
２５，８３２，９８３，０００
２，６０２，３００，０００
８０８，９８０，０００

５，２２５，６８６，０００
１４９，８００，０００

２，９６７，８６８，０００
２，９３６，０２０，０００
１，１０５，０００
１３，６１８，０００
９，０１４，０００

８，１１１，０００

３６８，６００，０００
２４６，６００，０００
１２２，０００，０００

４，０１２，２３７，０００
３，２５５，１１０，０００
７５７，１２７，０００

０

９４９，３１５，０００
１１８，７０４，０００

７，０６２，０００

２０７，６８８，０００

８００，０００

２００，０００

１０４，０００

科 目

学生生徒等納付金
授業料
入学金
実験・実習料
教育充実費
施設費

手数料
入学検定料
試験料
証明手数料
大学入試センター試験
実施手数料
その他の手数料

寄付金
特別寄付金
現物寄付金

補助金
国庫補助金
地方公共団体補助金
学術研究振興資金

資産運用収入
退職給与引当特定資産
運用収入
関西大学退職年金引当
特定資産運用収入
減価償却引当特定資産
運用収入
キャンパス整備資金引
当特定資産運用収入
情報基盤等整備資金引
当特定資産運用収入
理工系学部整備充実資
金引当特定資産運用収
入

増 減

△ １７５，０００

△ ６，０００，０００

△ １２６，９０７，０００

△ ８４，０００

△ ８００，０００

△ ２，０００，０００

７，０００，０００

△ ３９，５６７，０００
△ ３０１，０００

△ ８９，５５８，０００
△ ９０，０１５，０００

４６８，０００
△ １１，０００

１２３，９０５，０００
３３，９２９，０００

△ ９３５，０００
９０，９１１，０００

△３，２３３，８７６，０００
△ ４３９，４９０，０００
△２，７９４，３８６，０００

△１，９９３，２２１，０００

８，４０５，２３７，０００

６，４１２，０１６，０００

２０年度予算

６７５，０００

２７，０５０，０００

５０６，７６２，０００

８４，０００

２，４００，０００

３，０００，０００

０

１１５，５７１，０００
１２８，０４９，０００

９０，７２５，０００
９０，０１５，０００
６９９，０００
１１，０００

７５５，５０５，０００
４５８，５３４，０００
８，７９２，０００

２８８，１７９，０００

４，３５４，０５３，０００
１，２４７，６３６，０００
３，１０６，４１７，０００

４６，９１１，７４４，０００

△１９，３８３，３３１，０００

２７，５２８，４１３，０００

２１年度予算

５００，０００

２１，０５０，０００

３７９，８５５，０００

０

１，６００，０００

１，０００，０００

７，０００，０００

７６，００４，０００
１２７，７４８，０００

１，１６７，０００
０

１，１６７，０００
０

８７９，４１０，０００
４９２，４６３，０００
７，８５７，０００

３７９，０９０，０００

１，１２０，１７７，０００
８０８，１４６，０００
３１２，０３１，０００

４４，９１８，５２３，０００

△１０，９７８，０９４，０００

３３，９４０，４２９，０００

科 目

高中施設整備資金引当
特定資産運用収入
高槻新キャンパス整備
資金引当特定資産運用収入
第３号基本金引当特定
資産運用収入
総合情報学部Ｅ棟／教
室棟借入返済資金特定
預金運用収入
危機対応資金引当特定
預金運用収入
ＩＴ化推進引当特定資
産運用収入
２０１０プロジェクト引当
特定預金運用収入
受取利息・配当金
施設設備利用料

資産売却差額
土地売却差額
有価証券売却差額
その他の固定資産売却
差額

事業収入
補助活動収入
附属事業収入
受託事業収入

雑収入
私学退職金財団交付金
雑収入

帰属収入合計

基本金組入額合計

消費収入の部合計

平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで （単位 円）

消費収入の部

資資金金収収支支予予算算書書
３

収
支
予
算
書

予
算
時
も
年
度
末
財
政
を

よ
り
わ
か
り
や
す
く

消消費費収収支支予予算算書書

予予想想貸貸借借対対照照表表
（６）平成２１年（２００９年）５月１５日第 ３６２ 号（７）



学
校
法
人 

関
西
大
学 

平
成
21
年
度
予
算
に
つ
い
て�

２
０
１
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完
遂
に
向
け
て�

収支差額�
△297,906円�

（注）1（消費支出＋基本金組入額）および帰属収入の予算額を、科目ごとにそれぞれ予算学生数32,083人（大学院・学
部・高校・中学・幼稚園の学費納入者合計）で除して、学生生徒等一人当たりの平均値を示したものである。�

　　　2「基本金組入額」とは、校地、校舎、機器備品、図書などの取得、あるいは、そのための借入金の返済、または
将来取得のための積立金などの主として資本的支出に充てる額である。 �

（消費支出＋基本金組入額）� （帰属収入）�

人件費�
（39.7％）�
674,097円�

教育研究�
経費�

（34.4％）�
584,105円�

管理経費�
（4.3％）�
73,013円�

その他�
（1.4％）�
23,772円�

基本金�
組入額�
（20.2％）�
342,992円�

一人当たり�
支出計�

1,697,979円�

学生生徒等�
納付金�
（77.1％）�
1,079,456円�

手数料�
（6.6％）�
92,405円�

補助金�
（8.9％）�
124,606円�

資産運用収入�
（2.1％）�
29,402円�

その他�
（5.3％）�
74,204円�

一人当たり�
収入計�

1,400,073円�

資
金
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
収
入
、
手
数
料
収
入
、

補
助
金
収
入
な
ど
の
法
人
に
帰

属
す
る
収
入
の
ほ
か
、
前
受
金

収
入
な
ど
も
含
め
、
６
０
３
億

８
４
０
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。資

金
支
出
は
、
教
職
員
の
人

件
費
、
教
育
研
究
活
動
お
よ
び

法
人
の
運
営
に
必
要
な
諸
経

費
、
施
設
設
備
費
の
ほ
か
、
借

入
金
返
済
な
ど
の
支
出
も
含

め
、
５
９
９
億
３
５
０
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

差
し
引
き
４
億
４
９
０
０
万
円

を
前
年
度
繰
越
支
払
資
金
に
加

え
、
次
年
度
繰
越
支
払
資
金
は

１
１
７
億
７
１
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

主
な
科
目
に
つ
い
て
説
明
い

た
し
ま
す
。

学
生
生
徒
等
納
付
金
収
入

は
、
授
業
料
、
入
学
金
、
実
験

・
実
習
料
、
教
育
充
実
費
な
ど

で
す
。
平
成
２１
年
度
に
開
設
す

る
外
国
語
学
部
の
新
入
生
の
初

年
度
学
費
は
新
た
な
設
定
額
に

よ
っ
て
お
り
、
既
存
学
部
（
法

・
文
・
経
済
・
商
・
社
会
・
政

策
創
造
・
総
合
情
報
・
シ
ス
テ

ム
理
工
・
環
境
都
市
工
・
化
学

生
命
工
学
部
）
の
初
年
度
学
費

は
、
社
会
・
経
済
情
勢
を
勘
案

し
、
平
成
１２
年
度
か
ら
据
え
置

い
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
２１
年

度
も
据
え
置
き
ま
し
た
。

手
数
料
収
入
は
、
入
学
検
定

料
が
主
な
も
の
で
す
。
大
学
院

（
法
科
大
学
院
、
会
計
専
門
職

大
学
院
、
臨
床
心
理
専
門
職
大

学
院
お
よ
び
平
成
２２
年
度
開
設

予
定
の
社
会
安
全
研
究
科
を
含

む
。）
２
０
６
０
人
、
学
部
（
平

成
２２
年
度
開
設
予
定
の
健
康
文

化
学
部
（
仮
称
）
お
よ
び
社
会

安
全
学
部
を
含
む
。
）
９
万

人
、
第
一
高
等
学
校
３
５
０

人
、
北
陽
高
等
学
校
５
４
０

人
、第
一
中
学
校
６
０
０
人
、
幼

稚
園
８０
人
、
平
成
２２
年
度
開
設

予
定
の
北
陽
中
学
校
３
０
０
人

並
び
に
高
槻
ミ
ュ
ー
ズ
キ
ャ
ン

パ
ス
の
高
等
部
２
１
６
人
、
中

等
部
２
４
８
人
、お
よ
び
初
等
部

４
８
０
人
を
見
込
み
ま
し
た
。

補
助
金
収
入
は
、
大
学
へ
の

国
の
経
常
費
補
助
金
と
高
校
・

中
学
校
・
幼
稚
園
へ
の
大
阪
府

の
経
常
費
補
助
金
が
主
な
収
入

で
す
。

人
件
費
支
出
は
、
教
員
人
件

費
、
職
員
人
件
費
、
役
員
報

酬
、
退
職
金
な
ど
で
す
。

教
育
研
究
経
費
支
出
は
、
各

設
置
学
校
の
教
育
研
究
活
動
に

必
要
な
消
耗
品
や
業
務
委
託
費

な
ど
が
主
な
支
出
で
す
。

管
理
経
費
支
出
は
、
学
生
募

集
に
係
る
経
費
お
よ
び
法
人
の

運
営
費
な
ど
で
す
。

施
設
関
係
支
出
は
、
高
槻
ミ

ュ
ー
ズ
キ
ャ
ン
パ
ス
校
舎
棟
お

よ
び
体
育
・
厚
生
棟
建
築
工

事
、
堺
キ
ャ
ン
パ
ス
校
舎
棟
改

修
工
事
、
北
陽
中
学
校
校
舎
建

築
工
事
な
ど
で
す
。

設
備
関
係
支
出
は
、
高
槻
ミ

ュ
ー
ズ
キ
ャ
ン
パ
ス
校
舎
棟
お

よ
び
体
育
・
厚
生
棟
建
築
工

事
、
堺
キ
ャ
ン
パ
ス
校
舎
棟
改

修
工
事
、
北
陽
中
学
校
校
舎
建

築
工
事
に
伴
う
機
器
備
品
購
入

な
ど
で
す
。

平
成
２１
年
度
資
金
収
支
予
算
は
、『
資
金
収
支
予
算

書
』
の
と
お
り
で
す
が
、
こ
れ
を
総
括
し
た
も
の
が

�
表
１
�
で
す
。

北陽中学校校舎 完成予想図

平
成
２１
年
度
消
費
収
支
予
算
は
、『
消
費
収
支
計
算

書
』
の
と
お
り
で
す
が
、こ
れ
を
総
括
す
る
と
、�
表

２
�
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

帰
属
収
入
は
、
学
生
生
徒
等

納
付
金
、
手
数
料
、
補
助
金
な

ど
の
法
人
に
帰
属
す
る
収
入

で
、
４
４
９
億
１
８
０
０
万
円

と
な
り
、
対
前
年
度
比
較
で
１９

億
９
３
０
０
万
円
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
基
本
金
組
入
額
は
、

施
設
設
備
あ
る
い
は
将
来
の
施

設
取
得
に
係
る
積
立
金
や
基
金

な
ど
に
充
当
す
る
も
の
で
、
１

０
９
億
７
８
０
０
万
円
と
な

り
、
対
前
年
度
比
較
で
８４
億
５

０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
帰
属
収
入
か
ら
基
本
金
組

入
額
を
控
除
し
て
消
費
支
出
に

充
当
す
る
こ
と
が
で
き
る
消
費

収
入
は
、
３
３
９
億
４
０
０
０

万
円
と
な
り
、
対
前
年
度
比
較

で
６４
億
１
２
０
０
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

消
費
支
出
は
、
教
職
員
の
人

件
費
、
教
育
研
究
活
動
お
よ
び

法
人
の
運
営
に
必
要
な
諸
経
費

で
、
４
３
４
億
９
８
０
０
万
円

と
な
り
、
対
前
年
度
比
較
で
１１

億
６
１
０
０
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。
平
成
２１
年
度
予
算
に

お
け
る
消
費
収
支
の
均
衡
状
況

を
あ
ら
わ
す
消
費
支
出
超
過
額

は
、
９５
億
５
８
０
０
万
円
と
な

り
、
対
前
年
度
比
較
で
５２
億
５

１
０
０
万
円
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
次
年
度
へ
繰

越
す
こ
と
に
な
る
繰
越
消
費
支

出
超
過
額
は
、
前
年
度
か
ら
の

繰
越
消
費
支
出
超
過
額
２
６
１

億
７
５
０
０
万
円
に
、
当
年
度

消
費
支
出
超
過
額
９５
億
５
８
０

０
万
円
を
加
え
３
５
７
億
３
３

０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
累
積
消
費
支
出

超
過
額
の
ほ
か
に
、
建
物
な
ど

の
取
得
に
際
し
、
借
り
入
れ
た

借
入
金
の
未
返
済
額
に
あ
た
る

基
本
金
未
組
入
額
が
５４
億
８
３

０
０
万
円
あ
り
、
こ
の
２
つ
を

あ
わ
せ
た
４
１
２
億
１
６
０
０

万
円
が
実
質
上
の
繰
越
消
費
支

出
超
過
額
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
予
想
貸
借
対
照
表
に

よ
る
と
、
平
成
２１
年
度
末
借
入

金
残
高
は
、
当
年
度
中
の
償
還

分
を
差
引
き
、
前
年
度
よ
り
８

億
５
８
０
０
万
円
減
の
５４
億
８

３
０
０
万
円
と
な
る
見
込
み
で

す
。次

に
、
消
費
収
支
固
有
の
主

な
科
目
に
つ
い
て
、
若
干
説
明

し
ま
す
。

帰
属
収
入
の
寄
付
金
に
は
、

現
物
寄
付
金
が
含
ま
れ
ま
す
。

基
本
金
組
入
額
は
、
学
校
法

人
が
教
育
研
究
活
動
を
行
う
た

め
に
は
、
校
地
、
校
舎
、
機
器

備
品
、
図
書
、
現
預
金
な
ど
の

資
産
を
持
ち
、
こ
れ
を
「
維
持

す
る
」
必
要
が
あ
り
ま
す
。
学

校
法
人
会
計
で
は
、
こ
れ
ら
学

校
法
人
の
諸
活
動
に
必
要
な
資

産
を
取
得
す
る
た
め
に
、「
帰
属

収
入
か
ら
充
て
た
金
額
」
を
も

っ
て
、
学
校
法
人
資
産
の
「
維

持
す
べ
き
金
額
」
と
し
、
こ
れ

が
「
基
本
金
組
入
額
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

消
費
支
出
の
人
件
費
に
は
、

退
職
給
与
引
当
金
繰
入
額
や
関

西
大
学
退
職
年
金
引
当
金
繰
入

額
が
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
教

育
研
究
経
費
お
よ
び
管
理
経
費

に
は
、
減
価
償
却
額
が
含
ま
れ

ま
す
。

私
立
大
学
（
４
年
制
）
の
４７

・
１
�
が
定
員
割
れ
を
起
こ

し
、
帰
属
収
入
で
消
費
支
出
を

賄
え
な
い
私
立
大
学
法
人
が
全

体
の
３３
・
９
�
を
占
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ

ー
ン
問
題
や
ア
メ
リ
カ
証
券
会

社
大
手
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー

ズ
の
経
営
破
綻
に
よ
り
、
１
０

０
年
に
一
度
と
も
い
わ
れ
る
金

融
危
機
が
全
世
界
に
広
が
り
、

そ
の
影
響
は
企
業
だ
け
で
は
な

く
私
立
大
学
に
も
お
よ
ぶ
な

ど
、
私
立
大
学
を
め
ぐ
る
経
営

環
境
は
年
々
厳
し
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
逆
境
を
撥
ね
返

す
べ
く
、
本
学
は
前
述
の
２
０

１
０
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
完
遂

し
、「
２１
世
紀
型
総
合
学
園
」
へ

と
成
熟
・
飛
翔
し
て
い
く
こ
と

に
邁
進
し
て
い
ま
す
。

平
成
２１
年
度
以
降
の
財
政
見

通
し
は
、
大
規
模
な
事
業
計
画

に
よ
る
支
出
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
一
方
、
収
入
財
源
は
、
１８

歳
人
口
の
大
幅
な
減
少
や
昨
今

の
経
済
情
勢
な
ど
の
影
響
を
受

け
、
学
生
生
徒
等
納
付
金
を
中

心
と
す
る
帰
属
収
入
の
確
保
が

次
第
に
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て

い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
私
立
大
学
を
取
り

巻
く
今
日
的
な
状
況
お
よ
び
本

学
財
政
の
現
況
と
将
来
予
測
を

踏
ま
え
、
各
設
置
学
校
の
財
政

的
自
立
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
改
善
に
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
関
係
者
の
皆

様
方
の
大
学
財
政
に
対
す
る
温

か
い
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、「
関
西
大
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
に
も
財
務
情
報
を

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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�表１� 資金収支予算総括表 （単位 百万円）

増 減

△８，６５５

３，０７３

△６，０３１

９，１０４

４４９

（注）平成２０年度予算は、第３次補正後予算です（以下同じ）。

�表２� 消費収支予算総括表 （単位 百万円）

増 減

△１，９９３

８，４０５

６，４１２

１，１６１

５，２５１

△１４，８０９

△９，５５８

平成２０年度予算

１９，９７７

５７，３１１

６５，９６６

△８，６５５

１１，３２２

平成２０年度予算

４６，９１１

△１９，３８３

２７，５２８

４２，３３７

△１４，８０９

△１１，３６６

△２６，１７５

平成２１年度予算

１１，３２２

６０，３８４

５９，９３５

４４９

１１，７７１

平成２１年度予算

４４，９１８

△１０，９７８

３３，９４０

４３，４９８

△９，５５８

△２６，１７５

△３５，７３３

科 目

前年度繰越支払資金

資 金 収 入

資 金 支 出

収 支 過 不 足

次年度繰越支払資金

科 目

Ａ 帰 属 収 入

Ｂ 基 本 金 組 入 額

Ｃ 消 費 収 入（ Ａ ＋ Ｂ ）

Ｄ 消 費 支 出

当年度消費収支差額（Ｃ―Ｄ）

前年度繰越消費収支差 額

翌年度繰越消費収支差 額

当
年
度

１

資
金
収
支
予
算
に
つ
い
て

２

消
費
収
支
予
算
に
つ
い
て

４

収
支
予
算
の
概
要

５

お
わ
り
に

（８）平成２１年（２００９年）５月１５日第 ３６２ 号
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年
史
資
料
展
示
室
（
簡
文
館

１
階
）
で
は
、
本
年
度
企
画
展

「『
学
の
実
化
』
の
時
代
―
山
岡

順
太
郎
・
倭
父
子
展
―
」
を
開

催
し
て
い
る
。

大
正
１１
年
（
１
９
２
２
）
６

月
５
日
、
本
学
は
大
学
令
（
旧

制
）
に
基
づ
く
大
学
に
昇
格
し

た
。
同
年
４
月
に
は
、
千
里
山

学
舎
（
大
学
予
科
校
舎
）
が
竣

工
し
、
福
島
学
舎
か
ら
大
学

部
、
大
学
予
科
が
移
転
し
て
い

る
。
昇
格
運
動
の
先
頭
に
立
っ

て
尽
力
し
た
の
が
、
山
岡
順
太

郎
総
理
事
（
の
ち
学
長
を
兼

務
）
で
あ
る
。

山
岡
（
１
８
６
６
〜
１
９
３

９
）
は
、
徳
川
幕
府
崩
壊
の
前

年
、
金
沢
城
下
に
生
ま
れ
、
明

治
１６
年
に
上
京
し
、
青
年
時
代

は
茨
城
県
や
逓
信
省
の
役
人
と

し
て
、辣
腕
を
発
揮
し
て
い
る
。

壮
年
時
代
か
ら
晩
年
に
か
け

て
は
、
大
阪
鉄
工
所
（
現
・
日

立
造
船
）、
日
本
電
力
の
取
締
役

社
長
、
大
阪
商
業
会
議
所
会
頭

な
ど
の
要
職
に
つ
き
、
実
業
家

と
し
て
活
躍
し
た
。

山
岡
が
提
唱
し
た
「
学
の
実

化
」
と
は
、
「
学
問
の
実
際

化
」
あ
る
い
は
「
学
問
の
実
践

化
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
実
現
の
た
め
、
「
学
の
実

化
」
講
座
に
は
内
外
の
名
士
を

講
師
と
し
て
招
き
、
多
数
の
女

性
が
参
加
し
た
夏
期
語
学
講
習

会
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。
関

西
大
学
が
溌
剌
と
し
て
輝
け
る

時
代
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
い

え
よ
う
。

や
ま
と

山
岡
の
長
男
倭
は
、
父
と
と

も
に
「
東
洋
第
一
の
運
動
場
」

の
建
設
や
野
球
部
を
は
じ
め
と

す
る
運
動
各
部
の
活
動
を
支
援

し
、
関
西
大
学
北
陽
高
等
学
校

の
前
身
北
陽
高
等
学
校
の
創
立

に
寄
与
し
て
い
る
。

今
回
は
、
初
公
開
の
写
真
や

絵
は
が
き
、
日
記
な
ど
を
展
示

し
て
い
る
の
で
、
山
岡
父
子
の

人
と
な
り
や
、「
学
の
実
化
」
に

つ
い
て
知
る
絶
好
の
機
会
と
し

た
い
。

開
催
期
間
は
、
２
０
１
０
年

３
月
末
日
ま
で
。
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時
開
館
。
土
曜
、
日

曜
、
祝
日
お
よ
び
大
学
が
定
め

た
休
日
は
閉
館
。
但
し
、
教
育

後
援
会
総
会
な
ど
行
事
開
催
日

は
開
館
。

（
年
史
編
纂
室
）

本
年
度
の
春
季
人
権
啓
発
行
事
は
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
き
、
表
の
と

お
り
実
施
さ
れ
る
。
部
落
問
題
や
人
権
に
つ
い
て
の
テ
ー
マ
に
加
え
て
、
今
回

は
、
イ
ラ
ク
戦
争
、
中
国
・
イ
ン
ド
と
い
う
ア
ジ
ア
の
２
大
新
興
国
へ
の
対

応
、
経
済
恐
慌
と
雇
用
危
機
と
い
っ
た
今
日
の
社
会
が
直
面
す
る
ホ
ッ
ト
な
課

題
を
め
ぐ
っ
て
興
味
深
い
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
案
内
パ
ン

フ
レ
ッ
ト「
人
権
を
考
え
る
」を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
副
学
長

芝
井

敬
司
）

可
能
性
を
広
げ
る

講
座
の
活
用
を

現
在
、
開
講
中
の
司
法
講
座

「
基
礎
コ
ー
ス
」、「
司
法
書
士

対
策
講
座
」
は
途
中
か
ら
の
受

講
も
可
能
で
す
の
で
、
希
望
者

は
事
務
室
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
５
月
２２
日
（
金
）
か

ら
開
講
す
る
マ
ス
コ
ミ
試
験
対

策
講
座
は
、「
新
聞
・
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
ク
ラ
ス
」「
マ
ス
コ
ミ
一

般
ク
ラ
ス
（
出
版
・
広
告
・
放

送
な
ど
）」
の
２
つ
の
業
界
別
ク

ラ
ス
で
編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

５
月
２６
日
（
火
）
か
ら
開
講
す

る
「
弁
理
士
講
座
」
も
申
込
受

付
中
で
す
。

さ
ら
に
、
７
月
か
ら
開
講
す

る「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
�

テ
ス
ト
対
策

コ
ー
ス
」、
９
月
か
ら
開
講
す
る

「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
�

テ
ス
ト
対
策
コ

ー
ス
」、
１０
月
か
ら
開
講
す
る
社

会
保
険
労
務
士
講
座
、
１１
月
か

ら
開
講
す
る
公
認
会
計
士
入
門

講
座
、
税
理
士
講
座
に
つ
い
て

は
、
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
千
里
山

キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
に
お
い

て
、
６
月
１７
日
（
水
）
１２
時
１０

分
か
ら
申
込
受
付
を
開
始
し
ま

す
。講

座
に
よ
っ
て
は
受
付
開
始

後
、
早
い
時
期
に
定
員
に
達

し
、
受
付
を
締
め
切
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
天
六
キ
ャ

ン
パ
ス
と
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
で

も
受
付
を
同
日
か
ら
開
始
し
ま

す
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
よ
り
受

付
開
始
時
間
が
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
リ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
千

里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室
ま

で
。
も
し
く
は
「
講
座
案
内
２

０
０
９
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）」
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

電
話
０６
―

６
３
６
８
―

０
７
２
１

（
受
付

１０
時
３０
分
〜
２１
時

※
日
・
祝
日
お
よ
び
本
学
休

業
日
を
除
く
）

※関西大学公開講座（高槻市）については４月から、関西大学吹田市民講座については５月から申込受付を開始していますので、
すでに受講の定員に達している場合があります。その他の講座も受講の定員に達し次第締め切りますのでご注意ください。

第３８回 生涯学習吹田市民大学
関西大学講座（前期講座） 全４コース １６回

▼１コース「日本史と世界史の間―文化遺産が結ぶもの―」
講師

文学部教授 �橋 �博
文学部准教授 森部 豊
文学部教授 吹田 浩
文学部教授 森 隆男

（いずれも１０時４０分～１２時１０分）
▼２コース「日本文学と音楽」

講師
文学部教授 山本 登朗
文学部教授 関屋 俊彦
文学部教授 藤田 真一
文学部教授 増田 周子
（いずれも１３時～１４時３０分）

▼３コース「変わる社会、変わる子ども」
講師

文学部教授 多賀 太
文学部准教授 山ノ内裕子
文学部准教授 広瀬 義徳
文学部准教授 藤江 康彦

（いずれも１０時４０分～１２時１０分）
▼４コース「社会をデザインする：中期展望」

講師
社会学部教授 舟場 拓司
社会学部教授 安田 雪
名誉教授 橋本 敬造
社会学部教授 大西 正曹

（いずれも１３時～１４時３０分）
問い合わせはいずれも地域連携センターまで。電話０６‐６３６８‐１０３２（９時～１７時）

テーマ
「法隆寺への道―美の系譜―」
「大唐帝国の文化遺産―古代日本文化の淵源―」
「古代エジプト思想と世界史」
「黒潮が伝えた文化遺産の諸相」

テーマ
「王朝物語と音楽」
「能楽と音楽」
「芭蕉・蕪村と音楽」
「阪神間の近代文学と音楽」

テーマ
「近代化の進展と子どもの変容」
「『子ども』から『大人』への移行」
「セキュリティの過剰化と現代の子ども像」
「『子どもの科学離れ』は本当か？」

テーマ
「分配、雇用、技術変化」
「友人、組織、コミュニティー」
「ポスト京都と低炭素社会の構築」
「めざめよ商店街」

日程
６／１８（木）
６／２５（木）
７／２（木）
７／９（木）

日程
６／１８（木）
６／２５（木）
７／２（木）
７／９（木）

日程
６／１９（金）
６／２６（金）
７／３（金）
７／１０（金）

日程
６／１９（金）
６／２６（金）
７／３（金）
７／１０（金）

第３５回 飛鳥史学文学講座
本学と地域連携協定を結んでいる明日香村と関西大学飛鳥文化研究所の共催によ

り、次のテーマで開催します。会場は明日香村中央公民館。受講料は年額５，０００円・当
日のみ受講は１，０００円（テキスト代含む）。問い合わせは教育後援会（０６―６３６８―００５５）まで

講師
文学部教授 米田 文孝
文学部教授 高橋 誠一
文学部教授 田中 登
文学部教授 大濱 眞幸
文学部教授 黒田 一充
文学部教授 藪田 貫
名誉教授 奥村 郁三
法学部教授 山野 博史
名誉教授 赤松 勝也
文学部教授 藤田 �夫

※いずれも時間は１３時１５分～１５時１５分

テーマ
高松塚・キトラ古墳の世界
古代大和と河内
新出の冷泉家本私家集
「萬葉集の名歌１」
神仏への供え物
女帝の不思議
経と史の話
堀江彦三郎さんのこと
古代の鉱山をさぐる
古代東アジアの異邦人

日程
６／１４（日）
７／１２（日）
８／２（日）
９／１３（日）
１０／１１（日）
１１／１５（日）
１２／１３（日）
１／１７（日）
２／１４（日）
３／１４（日）

平
成
２１
年

平
成
２２
年

第１８６・１８７回 経済・政治研究所公開講座
経済・政治研究所では、次のとおり公開講座を開催します。聴講自由。

講師
現代産業社会と人間関係研究
班委嘱研究員・大阪国際大学
講師 戸口 愛泰

東アジア研究班主幹・商学部
教授 水野 一郎

（いずれも１５時～１６時３０分）会場は、千里山キャンパス尚文館１階マルチメディアＡＶ
大教室。問い合わせは、研究所事務室まで。（電話０６―６３６８―１１７９）詳しくはウェブサイト
（http���www.kansai�u.ac.jp�Keiseiken�）を参照のこと。

テーマ

人間関係における「絆」の役割につ
いて―夫婦間の絆に着目して―

ハイアールの経営管理システムにつ
いて―中国の巨大家電メーカーの実
態を探る―

日程

５／２０（水）

６／１７（水）

第５７回 人権問題研究室公開講座
人権問題研究室では、研究成果を学内および社会に広く還元し、学内外における人
権意識の向上に寄与するため、学生・教職員・一般市民を対象に公開講座を開催しま
す。

講師

委嘱研究員
宮橋 國臣

会場は、千里山キャンパス尚文館１階マルチメディアＡＶ大教室。問い合わせは人権
問題研究室まで。（電話０６―６３６８―１１８２）

テーマ

「かくして水平社は生まれた」
―西光万吉の宗教的実存と表現主義―

日程

５／２２（金）
１３時～１４時３０分

講演テーマ：吉田松蔭と部落問題
講 師：布引 敏雄 氏（大阪観光大学 元教授）
時 間：１０時４０分～１２時１０分
場 所：千里山キャンパス 第１学舎 千里ホールＢ

講演テーマ：人権の普遍性と文化の多様性
講 師：樋口 陽一 氏

（日本学士院会員・東京大学名誉教授・東北大学名誉教授）
時 間：１６時２０分～１７時５０分
場 所：千里山キャンパス 第１学舎 Ｂ２０２教室

講演テーマ：最新映像で見るイラク戦争
講 師：西谷 文和 氏

（イラクの子どもを救う会代表 フリージャーナリスト）
時 間：１３時００分～１４時３０分
場 所：千里山キャンパス 第１学舎 Ａ６０２教室

講演テーマ：アジアの二つの大国 中国（巨龍）とインド（巨象）
とどう取り組むか

講 師：谷野作太郎 氏（財団法人日中友好会館 副会長）
時 間：１６時２０分～１７時５０分
場 所：千里山キャンパス 第１学舎 Ｅ５０１教室

講演テーマ：いま雇用に何が起きているのか
―０８恐慌と非正規労働者―

講 師：森岡 孝二 氏（関西大学経済学部 教授）
時 間：１３時００分～１４時３０分
場 所：千里山キャンパス 尚文館 マルチメディアＡＶ大教室

２
時
限

５
月
１９
日（
火
）

５
時
限

５
月
１９
日（
火
）

３
時
限

５
月
２０
日（
水
）

５
時
限

５
月
２０
日（
水
）

３
時
限

５
月
３０
日（
土
）

第１１回 関西大学公開講座（高槻市）前期講座 全４回
▼「なにわ・大阪と世界―過去から未来の交流を考える―」

講師
文学部教授 黒田 一充
文学部教授 西本 昌弘
文学部教授 野間 晴雄

文学部教授 朝治 啓三

（いずれも１４時～１５時３０分）
問い合わせは地域連携センターまで。電話０６‐６３６８‐１０３２（９時～１７時）

テーマ
「大阪の祭り―北摂を中心として―」
「難波宮と難波津」
「堺・大坂と東南アジア日本人町」

「日本とＥＵ―ヨーロッパ中世史研究者の
眼から見た今後の姿―」

日程
５／３０（土）
６／６（土）
６／１３（土）

６／２０（土）

じじ
つつ

げげ

��
学学
のの
実実
化化
��のの
時時
代代

――
山山
岡岡
順順
太太
郎郎
・・
倭倭
父父
子子
展展

企
画
展
を
開
催

多
彩
な
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
い
て
実
施

春季人権
啓発行事

（１０）平成２１年（２００９年）５月１５日第 ３６２ 号
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試
合
日
程

前
哨
戦（
５
月
１５
日
以
降
の
み
）

５
月
２４
日（
日
）…
馬
術
、
陸
上
競
技

５
月
３０
日（
土
）・
３１
日（
日
）…
弓
道

６
月
６
日（
土
）…
自
動
車

６
月
６
日（
土
）・
７
日（
日
）…
ヨ
ッ
ト

６
月
１４
日（
日
）…
重
量
挙

第
１
日

６
月
１８
日（
木
）

開
会
式

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
、
硬
式
野
球
、
ゴ
ル
フ
、
サ

ッ
カ
ー
（
関
西
大
学
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
）、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ラ
ク
ロ
ス

第
２
日

６
月
１９
日（
金
）

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
陸
上

ホ
ッ
ケ
ー

第
３
日

６
月
２０
日（
土
）

合
気
道
、
器
械
体
操
、剣
道
、
拳
法
、
射
撃
、
相

撲
、卓
球
、
庭
球
、
軟
式
野
球
、
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
、
ボ
ー
ト
、
洋
弓
、
ラ
グ
ビ
ー
、レ
ス
リ
ン
グ

閉
会
式 昭

和
５３
年
以
来
、
関
西
大
学
と
関
西
学
院

大
学
の
両
大
学
が
、
全
ク
ラ
ブ
統
一
で
同
じ

日
程
、
同
じ
場
所
で
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ

る
伝
統
の
「
総
合
関
関
戦
」。

今
年
も
ぜ
ひ
み
ん
な
で
応
援
し
て
「
関
関

戦
」
を
盛
り
上
げ
よ
う
。

こ
の
制
度
は
、
課
外
活
動
や

自
主
活
動
に
お
い
て
優
れ
た
企

画
を
持
つ
学
生
に
対
し
、
奨
励

金
を
も
っ
て
支
援
す
る
も
の
で

あ
る
。

次
の
要
領
で
募
集
す
る
の

で
、
学
生
諸
君
に
は
奮
っ
て
応

募
し
て
ほ
し
い
。

�
応
募
要
領
（
企
画
部
門
）
�

【
応
募
資
格
】

本
学
に
在
学
す
る
学
生
ま
た

は
所
属
す
る
団
体
の
う
ち
、
文

化
、
学
術
、
福
祉
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
等
の
分
野
に
お
い

て
、
優
れ
た
企
画
を
有
す
る
個

人
ま
た
は
団
体
。

【
応
募
方
法
】
所
定
の
「
活
動

計
画
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
窓
口
へ
提
出
。

【
応
募
期
間
】
５
月
７
日（
木
）

〜
５
月
３０
日（
土
）

【
対
象
期
間
】
４
月
１
日（
水
）

〜
平
成
２２
年
３
月
３１
日（
水
）の

間
に
実
施
・
完
了
す
る
活
動
。

【
奨
励
金
】

奨
励
金
額
は
企
画
内
容
に
よ

り
決
定
し
、
個
人
に
つ
い
て
は

２０
万
円
を
上
限
と
す
る
。

【
結
果
通
知
】

６
月
中
旬
に
書
類
審
査
お
よ

び
面
接
を
実
施
し
、
７
月
中
旬

に
決
定
。

「
企
画
部
門
」
の
他
に
実
績

を
評
価
す
る「
業
績
部
門
」も
あ

る
。
詳
し
く
は
学
生
生
活
課
ま

た
は
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
オ
フ
ィ

ス
ま
で
問
い
合
わ
せ
の
こ
と
。

（
学
生
生
活
課
）

４
月
１８
・
１９
日
に
第
６
回
全

日
本
学
生
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
選
抜
大
会
が
さ
い
た
ま
市

記
念
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ

た
。男

子
６９
�
級
で
見
事
優
勝

し
、
連
覇
を
成
し
遂
げ
た
武
市

樹
さ
ん（
商
４
）は
ス
ナ
ッ
チ
１

３
０
�
、ジ
ャ
ー
ク
１
５
６
�
、

ト
ー
タ
ル
２
８
６
�
の
成
績
を

あ
げ
大
会
記
録
を
更
新
し
た
。

な
お
、
武
市
さ
ん
は
５
月
に

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
開
催
さ
れ
る

第
４０
回
男
子
ア
ジ
ア
選
手
権
大

会
に
日
本
代
表
と
し
て
派
遣
さ

れ
る
。
日
本
代
表
へ
の
意
気
込

み
に
つ
い
て
、「
レ
ベ
ル
の
高
い

試
合
が
経
験
で
き
る
の
で
非
常

に
嬉
し
い
。
そ
の
試
合
の
中
で

自
己
新
記
録
を
更
新
さ
せ
、
さ

ら
な
る
飛
躍
に
結
び
つ
け
た

い
。」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ

た
。ま

た
、
女
子
５３
�
級
で
は
中

井
美
保
さ
ん
（
文
２
）
が
ス
ナ

ッ
チ
７１
�
、
ジ
ャ
ー
ク
８９
�
、

ト
ー
タ
ル
１
６
０
�
の
自
己
新

記
録
と
な
る
成
績
を
あ
げ
３
位

に
入
賞
し
た
。
大
会
で
の
結
果

に
つ
い
て
、「
授
業
と
の
両
立
等

自
己
管
理
が
難
し
い
な
か
、
自

分
に
甘
え
ず
に
厳
し
い
目
標
を

設
定
し
て
、
脚
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
中
心
に
練
習
し
た
。
そ
の

結
果
、
自
己
新
記
録
を
更
新

し
、
３
位
入
賞
と
い
う
結
果
に

結
び
つ
い
た
」
と
振
り
返
っ
て

く
れ
た
。

ま
た
、
白
草
竜
太
さ
ん
（
文

１
）
が
、
第
２９
回
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

選
手
権
大
会
（
３
月
６
日
〜
８

日
、
茨
城
県
石
岡
市
）
の
男
子

７７
�
級
に
お
い
て
優
勝
し
、
６

月
の
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

○
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
部

藤
本
真
夢
さ
ん
（
文
２
）

が
、
第
３２
回
全
日
本
選
抜
シ
ョ

ー
ト
ト
ラ
ッ
ク
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ

ー
ト
選
手
権
大
会
（
３
月
２８
日

・
２９
日
、
群
馬
ア
イ
ス
ア
リ
ー

ナ
）
の
男
子
５
０
０
�
に
お
い

て
第
３
位
の
成
績
を
あ
げ
た
。

５月２１日から裁判員制度が実施されることに伴い、本
学においても相当数の学生諸君が裁判員（「裁判員候補
者」を含む。以下同じ）に選任されることが予想される。
本学では、裁判員に選任された学生が安心して裁判

員としての任務を果たすことができる環境を整えるた
めに、次のような修学上の措置を講じることになった。

�裁判員に選任された場合（本人の意思により辞
退しない場合）の手続きについて
【学生諸君が手続きする内容】

裁判員に選任されたことおよび裁判員として裁
判所に出頭する必要がある期日について、事前に
教務センター授業支援グループ各学舎ステーショ
ンで所定様式により届け出ること。
なお、その際に呼出状などの通知文書（写）を

証明書類として持参すること。
【措置内容について】
�授業の欠席に関して不利益を受けないように措
置する（欠席扱いとしないこと、必要に応じて
事前または事後に授業担任者から資料配付、授
業内容説明を行うこと）。
�定期試験期間中の場合は、追試験の対象とす
る。

※裁判員に選任された個人名を大学から情報公開
することはない。

�その他
裁判員制度においては、一定の理由（例：学生

であることなど）により裁判員になることを辞退
できる。この参加・不参加については、学生諸君
が自主的に判断すべきものであり、大学側から参
加・不参加を指示したりすることはない。
なお、裁判員を辞退する場合、大学に手続きを

行う必要はない。

※裁判員制度については以下のＵＲＬを参照のこと。
http���www.saibanin.courts.go.jp�

本
学
で
は
、
夏
季
休
業
期
間

の
約
４
週
間
、
以
下
の
８
大
学

で
語
学
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す

る
。こ

れ
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
生

き
た
語
学
を
身
に
つ
け
る
だ
け

で
な
く
、
外
国
の
文
化
・
歴

史
、
生
活
習
慣
や
考
え
方
を
自

分
の
感
性
で
受
け
止
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
に
よ
っ
て
は
、
一

部
の
期
間
、
教
職
員
も
同
行

し
、
現
地
で
の
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
。

セ
ミ
ナ
ー
修
了
者
に
は
２
単

位
が
与
え
ら
れ
る
（
入
学
年
度

・
学
部
に
よ
り
単
位
の
取
扱
い

が
異
な
る
の
で
、『
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』
で
確
認
の
こ

と
）。
応
募
資
格
は
い
ず
れ
の
セ

ミ
ナ
ー
も
希
望
語
種
の
学
習
歴

が
あ
る
学
部
生
、
大
学
院
生
で

あ
り
、
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
は

国
際
部
、
高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
は

総
合
情
報
学
部
オ
フ
ィ
ス
で
５

月
２２
日（
金
）ま
で
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
る
。

�
英
語
�

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
＆
自
炊
寮

ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
州
立
大
学

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
形
式

カ
ル
ガ
リ
ー
大
学

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
形
式

ト
ロ
ン
ト
大
学

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
形
式

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
大
学

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
形
式

い
ず
れ
も
募
集
人
員

３０
人

�
ド
イ
ツ
語
�

ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学

大
学
寮

募
集
人
員

２０
人

�
ス
ペ
イ
ン
語
�

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン

ポ
ス
テ
ラ
大
学

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
＆
大
学
寮

募
集
人
員

２０
人

�
朝
鮮
語
�

高
麗
大
学

大
学
近
辺
の
ホ
テ
ル

募
集
人
員

２０
人

５
月
７
日
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
で
「
関
西
大
学
ス
ポ

ー
ツ
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ

た
。こ

の
催
し
は
本
学
の
ス
ポ
ー

ツ
強
化
を
推
進
す
る
目
的
の
も

と
、
関
西
大
学
体
育
Ｏ
Ｂ
会
と

の
共
催
で
平
成
１５
年
度
か
ら
開

催
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

当
日
は
、
早
稲
田
大
学
前
総

長
で
財
団
法
人
日
本
高
等
学
校

野
球
連
盟
会
長
で
あ
る
奥
島
孝

康
氏
を
お
招
き
し
、「
高
校
野
球

の
課
題
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

演
が
行
わ
れ
、
本
学
体
育
会
の

全
ク
ラ
ブ
（
４５
団
体
）
の
顧
問

お
よ
び
監
督
が
出
席
し
、
大
学

に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に

つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
と
な

っ
た
。

平成２１年度教育懇談会を次の日程のとおり開
催する。
【本学】 ５月１７日（日）千里山キャンパス
【地方】 ７月２６日（日）高松市・福岡市

８月２日（日）岡山市・鹿児島市
８月４日（火）鳥取市・熊本市
８月９日（日）広島市・金沢市
８月２３日（日）名古屋市・松山市
８月２５日（火）東京都・徳島市
８月２８日（金）佐賀市・富山市
８月３０日（日）山口市・福井市
９月６日（日）札幌市
９月１３日（日）山形市
９月２７日（日）新潟市
１１月２９日（日）那覇市

（教育後援会）

○
文
学
部
教
授
野
間
晴
雄
著

『
低
地
の
歴
史
生
態
シ
ス
テ
ム

―
日
本
の
比
較
稲
作
社
会
論

―
』

（
平
成
２１
年
３
月
２７
日
・
関
西
大

学
出
版
部
・
定
価
４
４
１
０
円
）

○
名
誉
教
授
橋
本
征
治
編
著

『
海
の
回
廊
と
文
化
の
出
会
い

―
ア
ジ
ア
・
世
界
を
つ
な
ぐ

―
』

（
平
成
２１
年
３
月
３１
日
・
関
西
大

学
出
版
部
・
定
価
４
２
０
０
円
）

○
文
学
部
准
教
授
岡
田
忠
克

著『
転
換
期
に
お
け
る
福
祉
国

家
』

（
平
成
２１
年
３
月
３１
日
・
関
西
大

学
出
版
部
・
定
価
２
７
３
０
円
）

○
文
学
部
教
授
中
谷
伸
生
編

著『
東
ア
ジ
ア
の
文
人
世
界
と
野

呂
介
石
―
中
国
・
台
湾
・
韓
国

・
日
本
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の

考
察
―
』

（
平
成
２１
年
３
月
３１
日
・
関
西
大

学
出
版
部
・
定
価
３
８
８
５
円
）

金
額
は
い
ず
れ
も
税
込
み
。

５月２２日（金）締切

▼

熱
闘
開
始
▼

関
西
大
学
文
化
・
学
術
活
動
等
奨
励
金
制
度

夏
期

語
学
セ
ミ
ナ
ー

関西学院大学西宮上ヶ原キャンパスなどで、６月１８日（木）から３日間

参
加
者
を募

集
中
�

通
算
成
績
１６
勝
１４
敗

企企
画画
部部
門門
をを
募募
集集
しし
まま
すす

伝統の関関戦をみんなで応援に行こう�
関
大
が
一
歩
リ
ー
ド

中井美保さん
（文２）

重 量 挙
学生選抜大会

武
市
君
優
勝
で
日
本
代
表
に

中
井
さ
ん
も
自
己
新
で
第
３
位

「
ス
ポ
ー
ツ
に
強
い
関
西
大
学
」を
め
ざ
し
て

武市 樹さん
（商４）

に選ばれたら

今年度の日程

員判裁

教 育 懇 談 会

日日程程がが決決定定 第３２回総合関関戦
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大
学
間
に
お
け
る
さ
ま
ざ

ま
な
競
争
が
激
化
し
、
各
大

学
に
お
け
る
体
制
の
再
構
築

や
魅
力
あ
る
大
学
へ
変
化
す

る
戦
略
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
取
り
組
み
例
と
し

て
、
本
号
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ク
・
タ
グ

ラ
イ
ン
の
決
定
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
各
種
公
開
講
座
の
お

知
ら
せ
な
ど
を
掲
載
し
た
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
３
大

学
共
同
学
部
開
設
が
延
期
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
そ
の

記
事
に
つ
い
て
も
掲
載
し

た
。
苦
難
を
打
破
し
よ
う
と

本
学
が
、
変
貌
を
続
け
て
い

る
こ
と
は
確
か
だ
。

一
方
、
現
在
の
学
生
に
目

を
向
け
、
学
生
の
ア
ル
バ
イ

ト
に
関
す
る
記
事
も
掲
載
し

た
。
本
学
と
い
う
大
き
な
母

体
が
、言
わ
ば
、大
学
の
「
生

き
残
り
戦
略
」
を
必
死
に
模

索
し
て
い
る
な
か
、
学
生
も

ア
ル
バ
イ
ト
に
よ
る
「
生
き

残
り
戦
略
」
を
模
索
し
な
が

ら
成
長
し
て
い
る
様
子
が
微

笑
ま
し
く
思
え
る
。

（
下
家

浩
二
）

�編集後記�

安
田

信
之
（
や
す
だ
・
の

ぶ
ゆ
き
）
教
授

専
攻
は
ア
ジ
ア
法
・
開
発

法
学
。
ア
ジ
ア
法
・
開
発
法

学
の
基
礎
理
論
の
構
築
に
関

心
を
持
ち
、
主
要
な
著
書
は

「
開
発
法
学

ア
ジ
ア
・
ポ

ス
ト
開
発
国
家
の
法
シ
ス
テ

ム
」、「
第
三
世
界
開
発
法
学

入
門
」（
編
）
な
ど
多
数
。
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